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平成28年度町政の基本方針と重点施策

平
成
28
年
度
町
政
の
基
本
方
針
と
重
点
施
策

１ 
産
業
の
振
興
に
よ
る
稼
ぐ
力
と
所
得
向
上
、雇
用
対
策
、循
環
型
経
済
の
創
造

　

基
幹
産
業
の
農
林
業
を
将
来
に
夢
を
持
て
る
魅
力
あ
る
、
持
続
可
能
な
産
業
へ
発
展
し
て
い
く
た
め

の
構
造
改
革
や
所
得
確
保
に
向
け
た
生
産
拡
大
と
付
加
価
値
向
上
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
農
業
の
継
続
的
発
展
を
支
え
る
農
地
・
農
業
用
施
設
等
の
生
産
基
盤
を
適
切
に
維
持
・
保
全

し
、
老
朽
化
し
た
農
業
水
利
施
設
の
長
寿
命
化
、
耐
震
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

国
の
農
業
施
策
に
つ
い
て
も
、
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
、
米
政
策
の
見

直
し
な
ど
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
関
係
国
と
の
交
渉
が
大
筋
合
意
に
至
り
、
国
内
農
産
物
価
格
や
農
業
所
得
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
、
本
町
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
発
効
に
備
え
、
そ
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
町
農
業
は
、
生
産
者
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足
、
鳥
獣
被
害
の
増
加
や
耕
作
放
棄
地
に
よ
る
農
地

の
荒
廃
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
天
候
不
順
に
よ
る
収
量
低
下
に
加
え
農
産
物
価
格
が
低
迷
す
る
一
方
、

生
産
資
材
価
格
は
高
騰
し
、
生
産
者
の
経
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
低
迷
す
る
基
幹
産
業
再
生
の
た
め
、
生
産
性
、
収
益
性
の
高
い
先
進
的
な
農
業
経

営
を
導
入
す
る
産
業
施
策
、
地
域
農
業
存
続
の
鍵
と
な
る
「
農
地
開
発
団
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
る
特
産
果
樹
等
の
生
産
拡
大
、
野
菜
団
地
振
興
や
高
齢
者
向
け
新
規
軽
量
作
目
の
産
地
化
に
継
続
し

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
高
級
和
菓
子
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
原
材
料
供
給
事
業
の
推
進
ほ

か
、「
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
」
を
柱
と
す
る
循
環
型
、
地
域
内
完
結
型
６
次
産
業
の
振
興
に
よ
り
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
。

　

ま
た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
担
い
手
の
確
保
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
・
育
成
支
援
に

よ
る
既
存
特
産
作
目
の
再
生
な
ど
、
農
産
品
を
純
粋
に
「
つ
く
る
」
か
ら
、
い
か
に
「
売
る
か
」
ま
で

を
見
据
え
た
高
付
加
価
値
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
に
よ
り
、
一
層
の
創
意
工
夫
を
高
め
て
い
く
た
め

の
農
業
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
。

　

虹
の
森
公
園
か
ご
も
り
市
場
を
農
業
振
興
政
策
・
情
報
発
信
の
中
心
的
な
核
と
し
て
捉
え
、
生
産
者

の
現
況
調
査
と
営
農
指
導
、
集
出
荷
に
対
す
る
支
援
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
還
元
、
さ
ら
に
は
加
工
品
開

発
へ
の
誘
導
な
ど
を
総
合
的
に
推
進
し
、
今
後
の
地
域
農
業
の
あ
り
方
や
６
次
産
業
の
振
興
方
策
を
実

証
し
て
い
く
。

　

生
産
基
盤
の
整
備
で
は
、
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
農
業
者
自
ら
が
農

地
を
守
っ
て
い
く
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
既
存
の
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と

多
面
的
機
能
支
払
制
度
を
組
み
合
わ
せ
て
、
土
地
改
良
区
の
存
在
意
義
も
含
め
、
農
地
並
び
に
農
業
用

施
設
の
維
持
向
上
、
長
寿
命
化
、
多
面
的
機
能
の
保
全
の
た
め
の
共
同
活
動
を
後
押
し
し
て
い
く
。
さ

ら
に
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
連
携
し
て
農
地
の
流
動
化
を
図
り
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
約
化
、

規
模
拡
大
と
と
も
に
、
近
年
増
加
し
て
い
る
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
努
め
る
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
息
吹
、猟
友
会
及
び
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
が
一
体
と
な
っ

た
総
合
的
な
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
有
害
鳥
獣
解
体
処
理
施
設
の
効
率
的
な
運
営
を
図
り
、
処

理
肉
の
商
品
化
・
流
通
販
売
促
進
、
地
域
連
携
に
よ
る
防
護
柵
の
設
置
、
集
落
ぐ
る
み
の
抑
止
対
策
な

ど
、
ジ
ビ
エ
の
普
及
と
鳥
獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
に
努
め
る
。

　

林
業
で
は
、
広
域
基
幹
林
道
や
作
業
道
の
開
設
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
搬
出
間
伐
の
促
進
や
造
林

事
業
に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
自
伐
型
林
業
に
よ
る
自
立
・
自
営
の
経
営
モ
デ
ル
と
、
ま
き
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
中
心
と
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
体
制
の
整
備
な
ど
、
林
業
躍
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
循
環

型
の
森
林
整
備
と
儲
か
る
林
業
へ
の
構
造
改
革
を
進
め
る
。

　

商
工
業
に
お
い
て
は
、
近
年
、
町
外
の
郊
外
型
大
型
店
舗
へ
消
費
者
が
流
れ
て
お
り
、
商
店
街
の
消

費
者
確
保
の
た
め
に
は
、
新
た
な
魅
力
創
造
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
通
貨
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
等
、
身
近
な
商
業
環
境
の
充
実
や
地
域
密
着
型
の
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
雇
用
の
創
出
、
６
次
産
業
化
の
推
進
、
所
得
の
増
大
を
最
大
の
目
標
と
し
て
、
企
業
立
地
奨

励
制
度
の
拡
充
、
人
材
の
確
保
育
成
、
事
業
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
新
分
野
進
出
に
対
す
る
支
援
を
積

極
的
に
推
進
す
る
。

　

本
年
10
月
に
完
成
予
定
の
化
粧
品
製
造
工
場
の
操
業
へ
向
け
た
総
合
的
な
支
援
、
さ
ら
に
、
商
工
業

者
や
農
業
者
が
特
産
品
開
発
な
ど
の
６
次
産
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
市
場
調
査
や
販
路
開
拓
、
設
備

導
入
な
ど
に
つ
い
て
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
商
工
会
、
農
林
公
社
、
誘
致
企
業
、
観
光
施
設

の
指
定
管
理
者
等
と
連
携
協
力
し
て
、
農
林
業
、
商
工
業
、
観
光
交
流
産
業
が
一
体
と
な
っ
た
「
森
の

国
の
産
業
お
こ
し
」
を
強
力
に
推
し
進
め
る
。
ま
た
、
ぽ
っ
ぽ
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
薪
ボ
イ
ラ
ー
の

導
入
に
伴
い
、
健
全
な
運
営
と
利
用
の
促
進
、
駅
前
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
の
整
備
検
討
、
自
然
、
歴
史
、

文
化
等
を
活
用
し
た
体
験
型
観
光
産
業
と
ア
ウ
ト
ド
ア
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
核
と
し
た
予
土
地
域
連
携

事
業
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
本
年
度
開
催
の
「
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
」
や
本
町
が
当
番
町
と
し

て
開
催
す
る
「
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
」
等
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
住
民
組
織
等
と
の
協
働
に
よ

る
観
光
交
流
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
、
関
連
ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催
、
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
拡
充
な
ど
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図
る
。

・
農
地
開
発
団
地
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進（
特
産
果
樹
・
野
菜
団
地
振
興
、新
規
作
物
の
導
入
拡
大
）

・
既
存
特
産
品
の
振
興
と
新
規
作
物
の
導
入
、
付
加
価
値
型
６
次
産
業
の
推
進

・
農
地
中
間
管
理
機
構
と
の
連
携
、
農
業
委
員
会
制
度
改
革
へ
の
対
応

・
集
落
営
農
体
制
づ
く
り
と
中
核
担
い
手
の
育
成

・
人
、
農
地
プ
ラ
ン
と
担
い
手
育
成
、
耕
作
放
棄
地
対
策
、
日
本
型
直
接
支
払
事
業
推
進

・
土
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
計
画
の
具
体
化
、
地
域
農
業
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

・
鳥
獣
被
害
対
策
と
獣
肉
処
理
加
工
施
設
の
運
営
、
資
源
活
用
商
品
化
、
流
通
販
売
促
進

・
農
家
、
農
地
台
帳
と
営
農
計
画
な
ど
一
体
化
し
た
個
別
情
報
の
整
備
、
活
用

・
県
営
に
よ
る
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
推
進

・
土
地
改
良
区
の
多
面
的
な
事
業
化
推
進
と
小
規
模
土
地
改
良
事
業
の
創
設
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・
林
業
躍
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
主
間
伐
）
と
施
業
団
地
化
、
集
約
化

・
自
伐
型
林
業
の
経
営
モ
デ
ル
、
林
業
担
い
手
の
育
成

・
ま
き
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
と
安
定
供
給
体
制
、
地
域
商
品
券
の
利
用
活
性
化

・
㈱
プ
ロ
テ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
松
野
工
場
の
建
設
操
業
・
人
材
供
給
の
総
合
支
援

・
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
原
料
生
産
体
制
、
既
存
企
業
の
拡
充
、
事
業
継
承
連
携

・
滑
床
観
光
施
設
・
河
川
公
園
施
設
の
魅
力
向
上
と
健
全
な
運
営
体
制
づ
く
り

・
虹
の
森
公
園
か
ご
も
り
市
場
、
森
の
国
フ
ァ
ー
ム
の
効
率
的
運
営
と
生
産
出
荷
体
制
、
集
客
力
の
強
化

・
ぽ
っ
ぽ
温
泉
の
集
客
力
強
化
と
駅
前
総
合
整
備
計
画
の
策
定

・
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
自
主
企
画
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
予
土
地
域
連
携
、
ア
ウ
ト
ド
ア
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
性
化

・
万
年
荘
の
活
用
計
画
、
雪
輪
の
滝
展
望
施
設
、
ト
イ
レ
等
の
整
備

・
着
地
型
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
育
成
と
森
の
国
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
よ
る
広
域
観
光
商
品
の
造
成

２  

子
育
て
環
境
と
保
健
福
祉
の
充
実
し
た
希
望
あ
ふ
れ
る
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
世
界
に
例
を
見
な
い
急
速
な
人
口
減
少
と
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
中
、
今
後

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
国
で
あ
る
た
め
に
は
、
年
金
、
医
療
、
介
護
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
制
度

改
革
な
ど
の
重
要
な
課
題
を
こ
れ
以
上
先
送
り
す
る
こ
と
な
く
、
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
で
は
、
長
引
く
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
少
子
高
齢
化
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き

合
い
、
一
億
総
活
躍
社
会
を
創
り
上
げ
る
た
め
、「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
」、「
希
望
出
生
率
1.8
」、「
介

護
離
職
ゼ
ロ
」
を
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
新
た
な
３
本
の
矢
と
し
て
打
ち
出
し
、
経
済
再
生
に
引
き
続
き
最

優
先
で
取
り
組
む
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
誰
も
が
健
康
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護

の
連
携
の
も
と
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
生
活
習
慣
病
・
が
ん
予
防
・
感
染
症
対
策

を
推
進
す
る
ほ
か
、
地
域
医
療
の
確
保
と
す
べ
て
の
町
民
の
健
康
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
充

実
や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
介
護
予
防
活
動
の
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
町
民
健
康
増
進
施
設
等
整
備

構
想
の
検
討
を
行
う
。

　

特
に
医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
団
体
へ
の
働
き
か
け
を
行
う
な

ど
、
引
き
続
き
医
師
不
足
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
就
労
形
態
の
変
化
に
よ
り
、

社
会
構
造
が
急
激
に
変
動
し
て
い
る
現
在
、
生
活
支
援
に
関
す
る
町
民
の
意
識
が
高
ま
り
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
る
。

　

子
ど
も
か
ら
子
育
て
世
代
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
し
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、
障
が
い
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
み
ん
な
が
お
互
い

に
か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
共
に
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
や
す
い

社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
協
力
し

合
い
、
こ
う
し
た
様
々
な
バ
リ
ア
を
な
く
し
て
い
く
配
慮
や
工
夫
を
す
る
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
福
祉
に
関
す
る
地
域
住
民
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町
民
と

行
政
が
「
と
も
に
」
創
る
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

醸
成
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
、地
域
全
体
で
支
え
合
う
高
齢
者
等
の
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
体
制
の
強
化
と
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
の
ほ
か
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
に
密
着
し
た
保
育
の
実
施
、
保
護
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
、

子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
、
保
育
料
の
減
免
措
置
の
拡
大
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
検
討
、
不

妊
治
療
費
の
助
成
に
よ
る
出
生
率
向
上
対
策
な
ど
、
母
子
保
健
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
切
れ
目
の
な

い
魅
力
あ
る
子
育
て
支
援
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
日
常
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

・
出
会
い
、
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
乳
幼
児
保
育
、
子
育
て
の
総
合
的
支
援
充
実

・
子
育
て
支
援
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
情
報
発
信

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学
童
保
育
な
ど
の
あ
り
方
検
討

・
子
育
て
を
支
え
る
３
世
代
同
居
、
近
居
が
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

・
見
守
り
、
支
援
体
制
と
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

・
地
域
医
療
の
確
保
と
地
域
包
括
ケ
ア
（
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
）
体
制
の
充
実

・
予
防
健
康
活
動
（
運
動
、
食
生
活
）、
健
康
診
査
受
診
率
の
向
上

・
介
護
予
防
活
動
の
強
化
、
生
き
が
い
、
健
康
寿
命
の
延
伸
対
策

・
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
、
障
が
い
者
の
自
立
支
援
、
社
会
参
加
促
進

・
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
活
動
セ
ン
タ
ー
、
生
き
が
い
交
流
サ
ロ
ン
（
仮
称
）
の
具
体
化

・
町
民
健
康
増
進
施
設
等
整
備
構
想
計
画
の
検
討

・
総
合
福
祉
団
地
内
、
福
祉
と
企
業
の
連
携
推
進

・
特
別
会
計
（
国
保
、
診
療
所
、
介
護
保
険
等
）
の
見
直
し
と
対
策

３ 

移
住
・
定
住
促
進
と
安
心
安
全
、
快
適
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

　

若
者
等
の
移
住
、
定
住
施
策
に
つ
い
て
は
、
就
労
機
会
と
住
ま
い
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
空
き
家
バ
ン
ク
・

移
住
者
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
者
へ
の
支
援
、
各
種
奨
励
制
度
や
定
住

住
宅
の
建
設
、
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
、
支
援
員
体
制
に
よ
る
各
種
相
談
事
業
な
ど
、
総
合
的
な
施
策
を

展
開
し
、
移
住
先
に
選
ば
れ
る
町
と
し
て
魅
力
あ
る
情
報
を
発
信
す
る
。

　

近
い
将
来
に
お
い
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
で
、
住
み
よ

さ
と
安
心
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
民
の
豊
か
で
快
適
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
多
様
性
に
富
ん
だ
豊
か
な
自
然
環

境
を
守
り
育
て
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
の
保
護
や
生
活
環
境
の
充
実
、
社
会
基
盤
の
整
備
な
ど
へ
の

取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
防
災
危
機
管
理
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
町
民
・
地
域
・
行
政
と
協
働
に
よ
る
連
携

を
強
化
し
、
自
主
防
災
会
、
防
災
士
の
育
成
と
活
動
支
援
を
行
う
ほ
か
、
各
種
関
係
機
関
と
の
緊
密
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
地
域
防
災
力
の
向
上
に
努
め
る
。

　

減
災
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
愛
媛
県
地
域
防
災
計
画
・
町
防
災
計
画
に
基

づ
い
た
、
初
動
体
制
の
確
立
、
避
難
誘
導
・
情
報
収
集
体
制
の
構
築
な
ど
、
全
町
隅
々
に
亘
る
有
事
に

対
応
し
た
地
域
防
災
対
策
の
推
進
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
自
治
体
業
務
継
続
計
画
）
を
活
用
し
た
体
制
強
化
、
防

災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
啓
発
冊
子
の
配
布
活
用
、
ハ
ー
ド
面
で
は
、
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
、
治
山
・
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治
水
事
業
の
計
画
的
推
進
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
民
間
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
促

進
す
る
た
め
の
諸
施
策
を
行
う
。

　

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
で
は
、
利
用
実
績
と
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
地
域
交
通
体
系
の
見
直
し
と
改
革
に

取
り
組
み
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
は
じ
め
、
国
道
・
県
道
・
主
要
町
道
等
の
未
改
良
区
間
の
整
備
、

法
面
・
盛
土
・
擁
壁
修
繕
計
画
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
順
次
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
。

　

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
高
度
情
報
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
町
民
、
産
業
界
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
活
用
検
討
を
行
う
。

・
若
者
等
定
住
住
宅
政
策
（
住
宅
建
設
奨
励
制
度
、
定
住
住
宅
建
設
計
画
）
の
推
進

・
し
ご
と
と
住
ま
い
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
情
報
発
信

・
移
住
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
移
住
支
援
員
の
配
置

・
空
家
バ
ン
ク
、
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化
、
空
家
活
用
、
改
修
等
助
成
制
度
の
創
設

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
、
活
動
支
援
、
自
立
的
経
営
へ
の
体
制
づ
く
り

・
地
域
再
生
人
材
育
成
プ
ラ
ン
（
北
宇
和
高
校
）
の
推
進

・
地
域
防
災
計
画
の
周
知
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
計
画
の
推
進

・
消
防
団
員
の
確
保
、
女
性
消
防
団
の
体
制
充
実

・
自
助
、
共
助
、
公
助
の
連
携
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
訓
練
、
防
災
士
の
育
成
強
化

・
要
配
慮
者
等
の
安
全
確
保
と
地
域
避
難
路
、
孤
立
地
域
対
策

・
非
常
災
害
時
の
通
信
手
段
拡
充
や
物
資
貯
蓄
供
給
計
画
の
推
進

・
交
通
安
全
、
防
犯
対
策
、
明
る
い
安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

・
老
朽
危
険
空
家
等
の
除
去
対
策
の
検
討

・
公
共
施
設
、
住
宅
の
耐
震
化
、
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事
業
、
維
持
補
修
計
画
の
推
進

・
国
道
、
県
道
、
主
要
町
道
、
河
川
等
の
未
改
良
区
間
の
整
備
促
進

・
町
道
法
面
・
盛
土
・
擁
壁
修
繕
計
画
及
び
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
の
推
進

・
簡
易
水
道
施
設
の
適
正
管
理
、
総
合
的
整
備
計
画
、
経
営
の
検
討

・
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
と
適
正
管
理
対
策

・
広
域
大
型
環
境
施
設
の
整
備
推
進

・
森
の
国
さ
く
ら
の
会
等
と
の
連
携
に
よ
る
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

・
第
７
回
全
国
源
流
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

・
景
観
計
画
に
基
づ
く
地
域
づ
く
り
の
推
進

・
住
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
運
行
形
態
の
検
討

・
Ｊ
Ｒ
予
土
線
の
利
用
促
進
と
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
小
水
力
発
電
等
）
の
研
究
、
導
入
促
進

・
情
報
基
盤
の
拡
充
（
Ｗ
ｉ

｜

Ｆ
ｉ
等
）、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
子
育
て
、
移
住
、
観
光
等
）
の
充
実

４　
地
域
に
根
差
し
た
心
豊
か
な
教
育
と
歴
史
文
化
の
創
造

　

少
子
化
の
進
行
に
伴
い
地
域
の
児
童
生
徒
数
は
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
今
後
、
教
育
水
準
や
教
育

活
動
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
は
、
適
切
で
効
果
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
元
気
に
す
く
す
く
と
育
つ
環
境
づ
く
り
は
、
少
子
化
時
代
の
中
で
、
町

の
未
来
づ
く
り
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

町
の
歴
史
・
文
化
、
身
近
な
自
然
と
温
暖
な
環
境
は
町
の
誇
り
で
あ
り
町
の
財
産
で
も
あ
り
、
今
後
、

町
の
特
徴
を
活
か
し
て
「
子
育
て
・
子
育
ち
の
町
」
と
し
て
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る

力
、
生
き
ぬ
く
力
を
育
む
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
で
健
や
か
な
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
学
ぶ
力
の
育
成
と
体
力
の
向
上
に
取
り
組
み
、
行
政
の
福
祉
、
教
育
部
門
だ
け
で
な
く
、
行

政
の
様
々
な
部
門
が
連
携
し
て
総
合
的
な
取
組
を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
が
連
携
し
、

地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
教
育
環
境
、
教
育
水
準
の
維
持
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
町
内
に
あ

る
す
ば
ら
し
い
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
、
地
域
の
優
れ
た
特
色
を
生
か
し
た
教
育
を
推
進
し
、
個
性

と
創
造
力
豊
か
な
児
童
生
徒
の
育
成
を
目
指
す
。

　

こ
の
た
め
、
自
然
に
感
謝
し
自
然
と
の
共
生
を
目
指
す
「
人
心
緑
化
」
精
神
と
人
権
尊
重
を
教
育
の

基
本
理
念
と
し
て
、「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
資
源
、
人
材
な
ど
を
活
用
し
、

地
域
に
根
差
し
た
生
き
る
力
、生
き
ぬ
く
力
を
育
む
た
く
ま
し
い
森
の
国
教
育
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、

社
会
総
が
か
り
で
取
り
組
む
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
。
特
に
、

小
中
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
教
育
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
児
童
生
徒
が
安
心
安
全
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
老
朽
化
が
見
ら
れ

る
学
校
施
設
の
改
修
と
西
小
学
校
体
育
館
の
あ
り
方
の
検
討
を
行
う
。

　

人
権
教
育
・
啓
発
に
お
い
て
は
、
人
は
す
べ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
平
等
な
存
在
と
し
て
尊
重
さ
れ
、

幸
せ
に
生
き
る
権
利
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
る
基
本
的
人
権
は
、
日
本
国
憲
法

に
も
保
障
さ
れ
、
人
権
を
擁
護
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
、
今
も
な
お
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
解
決
は
国
内
だ
け
で
な
く

世
界
的
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
互
い
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
今
な
お
残
る
差

別
の
現
実
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
・
偏
見
を
解
消
す
る
た
め
の
広
が
り
と
深
ま
り
の
あ
る
人
権
・

同
和
教
育
を
推
進
す
る
。

　

社
会
教
育
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
活
動
の
充
実
や
女
性
グ
ル
ー
プ
の
育
成
、
子

育
て
学
習
活
動
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
「
人
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
え
ひ
め
国
体
関
係
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を
行
う
。

　

文
化
関
係
で
は
、
史
跡
河
後
森
城
跡
環
境
整
備
事
業
や
重
要
文
化
財
目
黒
山
形
関
係
資
料
の
保
存
・

修
理
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
森
の
国
ま
つ
の
」
の
有
す
る
豊
か
な
自
然
景
観
と
薫

り
高
い
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全
・
活
用
に
努
め
る
。

・
生
き
る
力
、
生
き
ぬ
く
力
を
育
む
た
く
ま
し
い
森
の
国
教
育
の
実
践

・
小
中
学
校
に
お
け
る
外
国
語
教
育
の
推
進

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
活
用

・
防
災
教
育
の
強
化

・
学
力
向
上
の
た
め
の
各
種
検
定
料
の
無
償
化

平成28年度町政の基本方針と重点施策
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・
給
食
費
助
成
等
の
負
担
軽
減
策
の
実
施

・
総
合
教
育
会
議
の
開
催
と
教
育
大
綱
に
よ
る
教
育
の
推
進

・
西
小
学
校
の
大
規
模
改
修
基
本
計
画
と
３
小
学
校
の
あ
り
方
方
針
の
検
討
・
決
定

・
放
課
後
子
ど
も
支
援
対
策
の
あ
り
方
検
討

・
人
材
育
成
基
金
（
奨
学
金
制
度
、
海
外
派
遣
研
修
助
成
制
度
等
）
の
見
直
し
拡
充

・
ふ
る
さ
と
学
習
、
体
験
学
習
、
滑
床
英
語
キ
ャ
ン
プ
の
支
援

・
人
権
・
同
和
教
育
、
啓
発
の
推
進

・
公
民
館
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

・
女
性
グ
ル
ー
プ
の
育
成
と
生
活
文
化
、
子
育
て
学
習
活
動

・
社
会
教
育
施
設
の
改
修
等
、
施
設
整
備
へ
の
対
応

・
図
書
機
能
と
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
の
整
備
充
実

・
え
ひ
め
国
体
デ
モ
ス
ポ
の
準
備
、
国
体
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

・
目
黒
山
型
関
係
資
料
の
修
復
完
成
と
保
存
対
策
の
実
施

・
地
域
景
観
計
画
の
推
進
と
歴
史
文
化
遺
産
の
保
全
活
用

５ 

変
革
の
時
代
に
対
応
し
た
森
の
国
総
合
戦
略
と
行
財
政
基
盤
づ
く
り

　

我
が
国
は
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
経
済
の
再
生
、
財
政
の
健
全
化
、

環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
な
ど
多
く
の
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

地
方
経
済
を
全
般
的
に
見
る
と
、
景
気
浮
揚
効
果
も
実
感
が
乏
し
い
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
平
成
29

年
４
月
に
は
消
費
増
税
も
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
駆
け
込
み
需
要
と
そ
の
反
動
減
の
動
き
な
ど
、
今

後
の
経
済
状
況
の
推
移
を
注
意
深
く
見
守
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
社
会
保
障
、
保
健
医
療
対
策
に
よ
る
地
方
負
担
の
増
や
高
度
成

長
期
に
整
備
し
て
き
た
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
様
々
な
行
政
課
題
が
出
て
き
て
い
る
。

　

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
基
本
目
標
別
の
内
訳
は
、
地
方
に
し
ご
と
を
つ

く
り
、
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
に
す
る
、
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
、
若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
、
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る

と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
に
お
い
て
も
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
る
様
々
な
行
政
課
題
に
的
確
に
対

応
し
、
地
方
自
ら
が
創
意
工
夫
し
、
継
続
的
で
安
定
し
た
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
様
な
行
政
需
要
に
応
え
つ
つ
も
、
健
全
で
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
た

め
、
第
５
次
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
推
進
プ
ラ
ン
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
改
革
に
取
り
組
む
。

　

本
町
の
財
政
は
、
地
方
交
付
税
や
譲
与
税
等
に
依
存
し
、
こ
の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
や
す
い
体

質
で
あ
り
、
三
位
一
体
の
改
革
後
は
厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
近
年
で
は
、
行
財
政
改

革
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、
義
務
的
経
費
で
あ
る
人
件
費
や
財
政
圧
迫
の
主
な
要
因
で
あ
っ
た
公
債
費

が
減
少
す
る
一
方
で
、
地
方
交
付
税
が
回
復
傾
向
で
推
移
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
時
の
危
機
的
状
況

と
比
べ
る
と
財
政
状
況
は
大
き
く
改
善
し
て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
重
点
施
策
、
事
業
計
画
に
対
応
し

た
組
織
機
構
改
革
の
検
討
を
行
い
、
限
ら
れ
た
財
源
や
人
材
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
計
画
性
と

段
取
り
、
執
行
力
を
強
化
し
、
成
果
重
視
の
行
財
政
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
財
政

改
革
の
検
証
と
再
考
に
よ
る
見
直
し
を
継
続
し
て
行
う
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
の
集
落
機
能
の
維
持
強
化
や
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
各
地
域
で
自
ら
が

策
定
す
る
地
域
計
画
の
実
践
と
地
域
資
源
の
活
用
を
促
す
と
と
も
に
、ま
ち
づ
く
り
委
員
会
を
中
心
に
、

施
策
の
検
討
、
町
民
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
集
約
な
ど
民
間
活
力
の
活
用
に
努
め
、
自
ら
の
創
意
工
夫
に
よ

り
地
域
の
一
体
的
か
つ
自
立
的
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

　

さ
ら
に
、
町
民
の
理
解
と
信
頼
を
高
め
る
た
め
、
計
画
的
な
職
員
研
修
へ
の
参
加
に
よ
り
自
己
啓
発

を
強
化
す
る
な
ど
、
役
場
職
員
の
資
質
、
問
題
意
識
と
危
機
管
理
能
力
の
向
上
に
努
め
、
お
も
て
な
し
、

ス
ピ
ー
ド
感
、
信
頼
あ
る
町
民
満
足
度
の
高
い
役
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
人
事
評
価
制
度

の
導
入
、
公
務
の
能
率
的
か
つ
適
正
運
営
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
た
整
備
計
画
書
の
作
成
と
公
共
施
設
の
老
朽
化
や
今
後
の
人
口
減
少
等

に
対
応
す
る
た
め
、
将
来
を
見
据
え
た
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

う
ほ
か
、「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」

が
施
行
さ
れ
、
平
成
29
年
７
月
か
ら
自
治
体
間
の
情
報
連
携
が
本
格
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
遅
滞
な

く
実
施
で
き
る
よ
う
庁
舎
内
の
調
整
を
行
う
。

・
森
の
国
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
推
進
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
・
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の
実
施
、
効
果
検
証
、
改
善

・
地
方
創
生
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
地
方
再
生
計
画
）
の
設
定
と
新
型
交
付
金
の
活
用
推
進

・
小
学
校
区
別
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
分
析
設
定
、
ふ
る
さ
と
回
帰
１
％
戦
略
の
検
討

・
第
５
次
総
合
計
画
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
、
地
域
計
画
の
推
進

・
協
働
型
地
域
づ
く
り
の
推
進
、
集
落
機
能
活
性
化
事
業
の
推
進

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等
、
有
識
者
会
議
、
民
間
力
の
活
用

・
山
村
振
興
対
策
、
過
疎
対
策
の
推
進

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
メ
ニ
ュ
ー
充
実
・
拡
大
対
策
と
有
効
活
用

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報
の
迅
速
な
発
信
と
活
用

・
広
域
行
政
の
推
進
と
連
携

・
中
長
期
財
政
計
画
の
策
定
と
健
全
化
推
進

・
行
財
政
改
革
の
検
証
、
戦
略
的
組
織
機
構
の
あ
り
方
検
討

・
庁
舎
改
築
事
業
整
備
計
画
書
の
作
成

・
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定

・
吉
野
生
支
所
、
公
民
館
の
あ
り
方
検
討

・
遊
休
施
設
、
財
産
の
活
用
と
処
分
推
進
、
新
地
方
公
会
計
制
度
へ
の
対
応

・
税
、
使
用
料
等
の
滞
納
対
策
強
化

・
子
育
て
支
援
基
金
、
シ
ル
バ
ー
活
動
基
金
の
設
置
検
討

・
人
事
評
価
制
度
、
成
果
重
視
の
行
財
政
推
進

・
実
行
と
信
頼
、
町
民
満
足
度
の
高
い
役
場
の
実
現

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
適
正
運
用

・
公
職
選
挙
法
一
部
改
正
（
選
挙
権
年
齢
引
下
げ
等
）
の
周
知
対
策

平成28年度町政の基本方針と重点施策
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平成28年度町政の基本方針と重点施策

平成28年度町の予算編成
　平成28年度の一般会計当初予算は、各種災害に備えた防災・減災対策の充実ほか、農林業の再生や企業との
連携強化、雇用の確保、農林業・商工業・観光交流産業が一体となった安定的・好循環の地域産業構造の創造、
定住・移住の促進、子育て支援、生きがい健康福祉の充実、教育の充実と文化・スポーツの振興など、「第５
次総合計画」、「森の国まち・ひと・しごと創生総合戦略」及び「過疎地域自立促進計画」に掲げる事業を中心に、
地方創生と町が抱える懸案事項への対処を主眼として編成した結果、前年度比2,300万円・0.7％増の33億7,300
万円としている。
　歳入の自主財源では、町税が景気回復に伴う企業の設備投資等の伸びによる固定資産税の増により、前年度
比2.3％増の２億5,934万円、分担金及び負担金は、携帯電話等エリア整備事業の完了による事業者分担金の減
や子育て支援の一環として、保育料の軽減措置を拡充することに伴う保育所保護者負担金の減により、40.5％
減の1,366万４千円、財産収入は、携帯電話等エリア整備施設貸付金の増により19.6％増の462万２千円、繰入
金は、前年度と同様に、庁舎建設基金積立金3,500万円の財源を、財政調整基金の繰入れによる対応としたこ
とから、前年度同額の3,744万１千円、諸収入は、全国源流サミット開催に伴う助成金の増により16.7％増の4,566
万６千円、繰越金は、最終の財源調整により3,000万円の計上となり、これら自主財源の総額は、前年度比1,047
万７千円増の４億2,900万８千円で、歳入構成比は12.7％となっている。
　依存財源では、地方譲与税及び利子割交付金等の各種交付金は、前年度決算見込ベースに地方財政計画の伸
び率等を反映させ、合計では前年度比1,900万円、19.4％増の１億1,670万１千円としている。
　主要財源である地方交付税は、普通交付税では、国の推計乗率等による試算の結果、町税や地方消費税交付
金等が増収となるため、平成27年度決算見込額に比べ4,500万円、2.9％減の15億600万円程度と推計しているが、
このうち当初予算では、すべての財源調整後、14億7,000万円の計上とし、また、特別交付税については、移
住支援員の新規導入や地域おこし協力隊の増員見込みにより、前年度比500万円増の１億2,500万円としている。
　国庫支出金は、携帯電話等エリア整備事業費補助金のほか、県境休憩所・トイレ整備事業及び道路改良事業
に係る社会資本整備総合交付金の減により、前年度比11.1％減の２億8,357万７千円、県支出金は、携帯電話
等エリア整備事業費補助金や森の国ぽっぽ温泉への薪ボイラーの導入に係る森林そ生緊急対策事業費補助金
の減により、7.9％減の２億3,136万９千円となっている。
　町債のうち、過疎対策事業債は、宇和島地区広域事務組合における熱回収施設等建設事業費や定住促進住宅
建設事業費、雪輪の滝休憩所整備事業費の増により、前年度比7,220万円の増、辺地対策事業債は、町道葛川
富岡線改良事業費の減により、660万円の減、防災対策事業債は、がけ崩れ防災対策事業費の増により450万
円の増、臨時財政対策債は、国の地方債計画の伸び率を反映して782万９千円の減、緊急防災・減災事業債は、
県の防災通信システム更新整備事業費の増により150万円の増とし、全体では、9.8％増の７億1,734万５千円
の発行を見込んでいる。
　歳出では、義務的経費のうち人件費は、年金制度の一元化に伴う共済負担率の減などにより、前年度比0.5％
減の５億6,633万２千円、公債費は、平成16年度から平成23年度において重点的に実施した新規地方債発行抑
制策の効果により、前年度比9.4％減の３億160万２千円となっている。
　普通建設事業などの投資的経費の主なものは、観光施設Ｗｉ－Ｆｉ整備事業、福祉団地園内道路整備事業、
移住者住宅改修支援補助事業、ふれあい交流館空調改修事業、西の川地区農道整備事業、中山間地域総合整備
事業、広域基幹林道整備事業、雪輪の滝休憩所整備事業、道路改良事業、道路舗装・橋梁修繕事業、がけ崩れ
防災対策事業、定住促進住宅建設事業、奥野川消防車庫兼詰所改築事業、県防災通信システム更新整備事業な
どで、前年度比21.9％減の５億8,212万１千円となっている。
　このほかの政策的経費は、重点施策に基づいてソフト事業を中心に編成しており、移住コーディネーターの
設置やおためし移住宿泊費補助金の創設による移住・定住の促進、地域おこし協力隊の増員による農業振興
事業の強化、保育料の減免措置や学校給食費補助金及び不妊治療助成金の創設による子育て支援施策の拡充、
避難訓練や避難所体験事業、備蓄物資の整備による防災対策の推進、小中学校児童・生徒の漢字検定等費用の
無償化による教育の充実、えひめいやしの南予博及び自主企画イベント、全国源流サミットの開催、関西圏域
愛媛県人会との交流事業、滑床黒尊クロスカントリーマラソン開催事業による観光ＰＲ・交流促進事業の推進、
ふるさと納税制度、人材育成基金事業の拡充、えひめ国体に向けたデモスポ競技の実施と近代３種競技の普及
啓発等によるスポーツ振興など、国県補助金や過疎対策事業債のソフト事業分を有効に活用しながら実施する
こととしている。
　また、特別会計６会計の当初予算規模は18億8,790万円で、前年度比2,740万円、1.5％の増となり、一般会計
を合わせた全会計の当初予算規模は52億6,090万円、前年度比5,040万円、1.0％増となっている。
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平成28年度町政の基本方針と重点施策

一般会計　33億7,300万円 特別会計　18億8,790万円

歳　出

歳　入

公債費
301,602
（8.9％）

民生費

789,544

（23.4％）

衛生費　154,446（4.6％）

総務費

989,836

（29.3％）

　農林水産業費
　269,606（8.0％）

教育費
235,186
（7.0％）

消防費　42,857（1.3％）

商工費　128,848（3.8％）

議会費　39,154（1.2％）

その他　5（0.0％）

歳　出

3,373,000

単位：千円

予備費　7,000（0.2％）

土木費
414,916
（12.3％）

地方交付税

1,595,000

（47.3％）

町　債
717,345
（21.3％）

県支出金
231,369（6.9％）

町　税
259,340
（7.7％）

国庫支出金
283,577（8.4％）

使用料及び手数料
37,224（1.1％）

繰入金　37,441（1.1％）

諸収入　45,666（1.4％）

地方譲与税　36,500（1.1％）

地方消費税交付金
69,500（2.1％）

繰越金　30,000（0.9％）

その他　16,374（0.3％）

分担金及び負担金　13,664（0.4％）

歳　入

3,373,000

単位：千円

全体会計の一覧

会 計 名
平成28年度
予算額

一 般 会 計
千円

3,373,000

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 700,000

中 央 診 療 所
特 別 会 計 283,000

簡 易 水 道
特 別 会 計 85,000

住 宅 新 築 資 金 等
貸付事業特別会計 7,400

介護保険特別会計 748,000

後 期 高 齢 者 医 療
保険事業特別会計 64,500

特 別 会 計 小 計 1,887,900

一般会計・特別会計
合　　計 5,260,900

一般会計歳出〔投資的経費の主なもの〕
単位：千円

◆総務管理費 ◆商工費
防災行政無線無停電電源装置交換等修繕事業費 582 雪 輪 の 滝 休 憩 所 整 備 事 業 費 29,260
防 災 行 政 無 線 屋 外 子 局 移 設 等 事 業 費 1,750 虹の森公園おさかな館給水ポンプ改修事業費 1,468
カ ー ブ ミ ラ ー 購 入 費 900 虹の森公園高圧受電装置改修事業費 2,836
コミュニティセンター舞台幕購入費 3,363 虹 の 森 公 園 お さ か な 館 屋 外 水

槽 等 熱 交 換 機 器 等 修 繕 事 業 費 9,468観 光 施 設Wi-Fi整 備 事 業 費 2,676
福 祉 団 地 園 内 道 路 整 備 事 業 費 12,553 やさしいトイレリフレッシュ事業費 2,208
福 祉 団 地 水 路 流 末 整 備 事 業 費 705 ◆道路橋梁費
移 住 者 住 宅 改 修 支 援 事 業 費 補 助 金 4,400 道 路 維 持 事 業 費 45,858
◆社会福祉費 道 路 新 設 改 良 事 業 費 169,599
ふれあい交流館事務所空調改修事業費 11,880 県 土 木 建 設 事 業 費 負 担 金 4,146
向 井 共 同 作 業 所 修 繕 事 業 費 1,153 ◆河川費
◆児童福祉費 が け 崩 れ 防 災 対 策 事 業 費 72,733
松 丸 保 育 園 外 壁 等 修 繕 事 業 費 1,016 ◆住宅費
◆保健衛生費 町 営 住 宅 修 繕 事 業 費 5,000
小型合併処理浄化槽設置費補助金 3,409 定 住 促 進 住 宅 建 設 事 業 費 89,245
新エネルギー機器等設置費補助金 1,360 公 有 財 産 購 入 費 764
◆清掃費 木 造 耐 震 改 修 事 業 費 補 助 金 3,420
リサイクルセンター舗装事業費 1,059 ◆消防費
◆農業費 防 火 水 槽 表 示 板 設 置 委 託 料 2,457
ビニールハウスＢ棟張替事業費 1,862 奥野川消防車庫兼詰所改築事業費 7,827
梅 乾 燥 ベ ン チ 購 入 費 2,841 小 型 動 力 ポ ン プ 購 入 費 2,027
チ ッ パ ー シ ュ レ ッ タ ー 購 入 費 1,388 県防災通信システム更新整備事業費負担金 10,990
ハ ウ ス 用 薪 ボ イ ラ ー 購 入 費 815 ◆学校教育費
た め 池 事 業 計 画 書 作 成 委 託 料 411 小 学 校 施 設・ 備 品 修 繕 事 業 費 1,358
西 の 川 地 区 農 道 整 備 事 業 費 8,000 ◆社会教育費
中山間地域総合整備事業費負担金 15,000 町民センター雨漏り修繕事業費 295
◆林業費 史跡河後森城跡環境整備事業費 2,260
南予産木造住宅建設促進事業補助金 2,000 目黒山形関係資料古文書収蔵庫改修事業 275
広 域 基 幹 林 道 整 備 事 業 費 15,466 ◆保健体育費

学 校 給 食 セ ン タ ー 温 水 ヒ ー タ
及 び 蒸 気 ボ イ ラ 改 修 事 業 費 4,684

学校給食センター冷蔵庫購入費 863
スポーツ交流センター舞台幕購入費 2,106
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平成28年第１回　松野町議会定例会
　平成28年第１回松野町議会定例会が、３月10日に招集され、10日、14日及び25日に提出議案などが審議され
ました。主な内容は、次のとおりです。

承認	 	専決処分の承認について（松野町税条例等の一部を改正する条例の一部を改正する条例について）
 ▼　原案どおり承認されました。
議案 松野町議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例について
 松野町議会議員に対する期末手当支給条例の一部を改正する条例について
 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について
 松野町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について
 松野町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例について
 非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例について
 職員の退職管理に関する条例の制定について
 松野町税条例の一部を改正する条例について
 松野町行政不服審査会条例の制定について
 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
 松野町行政手続条例の一部を改正する条例について
  松野町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について
  松野町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービ

スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例について
 松野町消防団条例の一部を改正する条例について
 松野町農産物加工施設設置条例の一部を改正する条例について
 松野町ふれあい交流館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
 平成27年度松野町一般会計補正予算（第４号）
 平成27年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
 平成27年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計補正予算（第２号）
 平成27年度松野町簡易水道特別会計補正予算（第１号）
 平成27年度松野町介護保険特別会計補正予算（第２号）
 平成27年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第２号）
 平成28年度松野町一般会計予算
 平成28年度松野町国民健康保険特別会計予算
 平成28年度松野町国民健康保険中央診療所特別会計予算
 平成28年度松野町簡易水道特別会計予算
 平成28年度松野町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算
 平成28年度松野町介護保険特別会計予算
 平成28年度松野町後期高齢者医療保険事業特別会計予算
 松野町過疎地域自立促進計画の策定について
 松野町ふれあい交流館（福祉部門）の指定管理者の指定について
 松野町墓地の指定管理者の指定について
 向井大型共同作業場の指定管理者の指定について
 松野町農産物加工施設の指定管理者の指定について
 松野町奥内農村公園の指定管理者の指定について
 松野町住民公園の指定管理者の指定について
 目黒多目的広場の指定管理者の指定について
 松野町社会教育施設（地域改善対策集会所）の指定管理者の指定について
 松野町コミュニティ集会所施設の指定管理者の指定について
 松野町奥野川多目的共同利用施設の指定管理者の指定について
 平成27年度松野町一般会計補正予算（第５号）
 松野町副町長の定数を定める条例の制定について
 ▼　原案どおり可決されました。
 副町長の選任につき同意を求めることについて
 ▼　審議未了
同意 農業委員の任命要件の例外規定適用の同意を求めることについて
 ▼　原案のとおり同意なされました。
諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
 ▼　諮問のとおり答申されました。
発議 松野町に副町長を置かないことの条例を廃止する条例について
 ▼　原案どおり可決されました。
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一般質問
土
居　
一
誠 

議
員

◎　

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

１�　

少
子
化
、
高
齢
化
及
び
過
疎
化
の
三
重
苦
が
同
時
進
行

し
て
い
る
現
在
の
地
域
社
会
環
境
の
中
で
、
こ
の
難
題
に
正

面
か
ら
向
き
合
っ
て
展
望
を
切
り
開
き
、
町
民
に
安
心
と

将
来
へ
の
明
る
い
希
望
と
期
待
感
を
与
え
る
責
務
が
行
政

に
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
決
意
を
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

地
方
創
生
総
合
戦
略
を
具
現
化
す
る
初
年
度
を
迎
え
、
少

子
化
・
高
齢
化
・
過
疎
化
と
い
う
か
つ
て
な
い
逆
境
の
中
で
、

い
か
に
町
民
に
明
る
い
未
来
を
指
し
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
、

そ
れ
に
向
か
っ
て
の
決
意
を
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
町
政
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
健
康
寿
命
の
延

伸
を
掲
げ
、
高
齢
者
が
元
気
に
長
生
き
を
し
、
生
涯
現
役
で

過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
本
当
に
望
ま
し
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
出
生
数
の
減
少
と
若
年
層
の
町
外
流
出
な
ど
の
影
響
に

よ
っ
て
、
徐
々
に
高
齢
化
率
は
上
が
っ
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら

れ
ず
、
全
国
的
に
も
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
産
業
、

環
境
、
医
療
福
祉
、
教
育
文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
取
組

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
道
の
り
で

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
町
政
の
中
で
、「
森
の
国
」
を
標
榜
し
個
性
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
近
隣
で
も
類
の
な
い
特
徴
的
な

取
組
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
口
減
少
、
少
子
化
、
高
齢
化
は
さ
ら
に
深
刻
で

あ
り
、
経
済
規
模
の
縮
小
、
生
産
年
齢
層
の
減
少
、
学
校
運
営
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
突
入
す
る
２
０
２
５
年
問
題
な

ど
、
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
、
ま
さ
に
限
界
集
落
、
地
域
崩

壊
へ
と
危
惧
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
す
る
。
あ
る
い
は
歯
止
め

を
か
け
る
要
素
と
は
何
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
そ
の
本
質
は
魅
力
的
な
「
し
ご
と
」
が
そ
こ
に
あ
る
か
、

仕
事
を
つ
く
る
こ
と
の
で
き
る
仲
間
が
い
る
か
、
一
定
の
所
得

は
確
保
で
き
る
か
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

魅
力
的
な
「
し
ご
と
」
が
な
い
か
ら
町
を
出
る
。
若
者
が
い

な
く
な
る
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
な
い
と
い
う
悪
循
環
と
な
る
こ

と
は
、明
白
な
事
実
で
す
。
つ
い
て
は
、町
や
地
域
の
も
つ
「
資

源
力
」
と
「
潜
在
力
」「
人
材
力
」
を
引
き
出
し
、「
稼
ぐ
力
」

を
強
め
、
町
民
の
「
誇
り
」
を
高
め
て
、
人
口
減
少
社
会
を
克

服
す
る
。
こ
の
集
中
突
破
に
よ
り
、
少
子
化
、
高
齢
化
、
過
疎

化
の
解
決
に
向
け
て
明
る
い
森
の
国
の
未
来
が
切
り
開
け
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
注
目
を
集
め
て
い
る
「
田
園
回
帰
１
％
戦
略
」
に

よ
り
、
全
町
的
、
地
区
別
の
２
段
階
方
式
に
よ
り
、
具
体
的
な

数
値
目
標
を
掲
げ
て
、
町
並
び
に
地
域
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ

と
に
よ
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
人
口
が
減
少
す
る
と
と
も
に
、
人
は
ど
う

し
て
も
中
心
部
へ
、
便
利
な
所
へ
集
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
で

は
、
周
辺
部
は
疲
弊
し
、
土
地
や
家
、
ま
た
山
も
守
れ
な
く
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
集
落
の
良
さ
、
魅
力
を
見
出
せ
ば
、
存
続

の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
田
園
回
帰
１
％
戦
略
は
、
毎
年
、
町

並
び
に
地
域
の
人
口
の
１
％
、
松
野
町
で
い
え
ば
約
40
人
を
町

外
か
ら
呼
び
込
む
、
ま
た
は
帰
っ
て
き
て
い
た
だ
く
。
こ
の
よ

う
に
、
流
出
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
30
年
後
の
人

口
は
現
在
４
１
０
０
人
の
90
％
、
約
３
６
０
０
人
を
維
持
で
き

る
と
い
う
試
算
で
す
。
た
だ
、
そ
の
時
に
、
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
は
、
単
に
目
標
人
口
を
達
成
す
れ
ば
い
い
の
で

は
な
く
、
移
住
者
に
多
く
み
ら
れ
る
20
代
前
半
の
男
女
、
４
歳

以
下
の
子
ど
も
が
い
る
30
代
前
半
の
夫
婦
、
定
年
後
の
60
代
前

半
の
夫
婦
と
い
う
３
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
増
や
す
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
毎
年
、
40
人
の
Ｕ
、
Ｉ
タ
ー
ン
は
大

変
で
す
が
、
松
野
町
は
、
松
丸
、
吉
野
生
、
目
黒
と
い
う
そ
れ

ぞ
れ
校
区
単
位
の
３
地
区
が
あ
り
ま
す
。
３
地
区
に
振
り
分
け

て
目
標
と
す
れ
ば
、
松
丸
地
区
で
は
25
人
程
度
、
吉
野
生
地
区

で
は
10
人
程
度
、
目
黒
地
区
で
は
５
人
程
度
、
さ
ら
に
10
部
落

で
考
え
れ
ば
１
部
落
平
均
で
、
１
〜
２
世
帯
、
３
人
か
ら
５
人

程
度
を
呼
び
込
む
、
そ
う
難
し
い
目
標
で
は
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
各
地
区
ご
と
に
、
具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
て
、
仕
事
を

つ
く
り
、
家
を
確
保
し
、
生
活
福
祉
、
教
育
環
境
な
ど
、
安
心

安
全
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
で
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
っ

て
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
誇
り
と
魅
力
を
感
じ
、
自
信
を

持
っ
て
移
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
へ
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
効
果
的

な
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
森
の
国
松
野
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、

磨
き
、
活
用
す
る
企
業
や
、
人
材
、
生
産
組
織
づ
く
り
に
よ
り
、

新
た
な
地
方
創
生
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
し
、
稼
ぐ
力
、
雇
用
力
を

高
め
、
仕
事
が
人
を
呼
び
、
人
が
仕
事
を
つ
く
り
だ
す
、
好
循

環
の
持
続
可
能
な
、
希
望
と
誇
れ
る
地
方
創
生
の
実
現
に
最
善

を
尽
く
す
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

２�　
地
方
創
生
と
町
財
政
の
運
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
総
合

戦
略
の
具
現
化
に
当
た
っ
て
は
ど
の
よ
う
に
財
政
を
切
り

盛
り
し
て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
が
、こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
伺
い
た
い
。

⑴�　

年
度
別
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
別
の
割
り
振
り
と
選
択
に

つ
い
て
基
準
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長 

答
弁

　

地
方
創
生
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
は
、
今
回
策
定
し
た

総
合
戦
略
を
基
本
と
し
て
、
中
長
期
財
政
計
画
、
総
合
計
画

実
施
計
画
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

一
般
質
問
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一般質問
て
い
ま
す
。

　

年
度
別
に
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
事
業
の
選
択
や
基
準
等
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
で
は
、
今
回
の
地
方
創
生
事
業

は
、
ま
さ
に
知
恵
比
べ
で
、
単
な
る
箱
モ
ノ
を
つ
く
る
の
で
は

な
く
、
地
域
の
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
た
ソ
フ
ト
戦
略

を
中
心
に
関
連
す
る
ハ
ー
ド
事
業
は
最
小
限
と
し
、
独
創
性
、

官
民
協
働
、
地
域
連
携
な
ど
の
先
駆
的
な
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

⑵�　

地
方
創
生
関
連
の
国
の
補
助
制
度
の
見
極
め
は
十
分
に

成
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長 

答
弁

　

地
方
創
生
関
連
の
国
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
総
合

戦
略
を
具
現
化
す
る
に
は
、
当
然
に
過
疎
対
策
事
業
や
山
村
振

興
対
策
事
業
の
導
入
に
よ
る
実
施
計
画
や
、
２
０
１
６
年
度
か

ら
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
（
新
型
交
付
金
）
に
つ
い
て
は
、

事
業
費
２
０
０
０
億
円
の
半
分
を
国
費
、
半
分
を
地
方
負
担
と

し
て
、
地
方
財
政
措
置
と
し
て
は
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
普
通
交

付
税
措
置
や
特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト

事
業
の
実
施
に
伴
い
生
じ
る
ハ
ー
ド
事
業
で
は
、「
必
要
最
小

限
」
を
条
件
に
地
方
債
発
行
を
認
め
、
自
治
体
を
支
援
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
事
業
の
地
方
債
措
置
に
つ
い
て
は
、
充
当
率
90
％
、

後
年
度
の
元
利
償
還
金
の
30
％
を
基
準
財
政
需
要
額
に
計
上

で
き
る
こ
と
で
、
地
域
活
性
化
事
業
債
並
み
の
支
援
と
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
よ
う
な
過
疎
地
域
で
は
、
過
疎
対
策

事
業
債
を
充
当
す
る
方
が
有
利
な
財
源
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
に
向

け
た
政
策
５
原
則
で
あ
る
「
自
立
性
」「
将
来
性
」「
地
域
性
」

「
直
接
性
」「
結
果
重
視
」
と
い
う
内
容
に
基
づ
く
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
政
策
の
検
討
や
実
施
の
段
階
に
お
い
て
は
創
意

工
夫
を
こ
ら
し
た
取
組
が
財
源
の
確
保
に
も
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
方
針
と
し
て
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
事
業
と

も
に
、
国
、
県
補
助
と
、
過
疎
対
策
事
業
債
、
特
別
交
付
税
措

置
な
ど
を
最
大
限
に
活
用
し
、
地
方
創
生
の
第
一
段
階
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
他
に
も
、
予
算
措
置
が
補
正
計

上
と
な
る
も
の
や
手
法
に
よ
っ
て
は
変
動
も
あ
り
ま
す
が
、
地

方
創
生
推
進
交
付
金
（
新
型
交
付
金
）
や
、
山
村
振
興
対
策

事
業
補
助
金
な
ど
、
対
象
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
導
入
計
画
も
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑶�　

町
費
の
投
入
総
額
の
予
想
と
財
政
調
整
基
金
取
り
崩
し

も
視
野
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

町
長 

答
弁

　

町
費
の
投
入
総
額
と
財
政
調
整
基
金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
度
当
初
の
段
階
で
、
主
要
事
業
の
う
ち
、
地
方
創
生

に
関
す
る
新
規
拡
充
分
と
し
て
、
各
分
野
合
わ
せ
て
27
件
、
３

６
６
，
２
０
０
千
円
余
り
を
計
上
し
、
可
能
な
限
り
、
国
、
県

補
助
金
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
大
部
分
に
つ
い
て
、
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
事
業
に
過
疎
対
策
事
業
債
を
最
大
限
に
充
当
、
特
別
交

付
税
措
置
事
業
な
ど
、
将
来
の
財
政
負
担
を
極
力
抑
制
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
将
来
を
見
据
え
て
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
災
害
対
応
、
公
共
施
設
の
改
修
、
改
築
、

緊
急
的
措
置
等
に
は
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
町
単
独
の
財
源

を
活
用
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
総
合

戦
略
の
見
直
し
や
各
種
計
画
の
策
定
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
、
新
た
な
事
業
展
開
が
必
要
な
場
合
は
、
財
政
調
整
基
金
の

活
用
も
視
野
に
入
れ
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

３�　
い
つ
の
時
代
も
事
を
成
す
に
は
職
員
一
人
ひ
と
り
が
「
森

の
国
の
将
来
は
こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
熱
い
「
こ
こ

ろ
」
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
士
気
を
高
め
る
こ
と
を
問
い
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、全
職
員
の
意
気
込
み
は
ど
う
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
か
、
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

基
本
的
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
、
満
足
さ

れ
る
役
場
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
先
般
、
大
変
恥
ず
か
し

い
こ
と
で
す
が
、
職
員
は
挨
拶
を
し
な
い
、
勤
務
中
に
行
き
先

が
分
か
ら
な
い
、
所
在
が
分
か
ら
な
い
、
連
絡
が
つ
か
な
い
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　

挨
拶
を
し
よ
う
、
所
在
を
は
っ
き
り
し
よ
う
、
常
々
厳
し
く

指
導
し
て
い
る
中
、
こ
の
こ
と
は
、
私
の
指
導
監
督
の
不
行
き

届
き
で
あ
り
、
申
し
訳
な
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
同
時

に
、
こ
の
よ
う
な
基
礎
、
基
本
的
な
こ
と
か
ら
、
意
識
改
革
を

し
な
け
れ
ば
、
組
織
と
し
て
チ
ー
ム
力
、
総
合
力
を
発
揮
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
熱
意
を
持
っ
て
、

ま
ち
の
こ
と
を
思
い
自
ら
考
え
、
自
ら
行
動
を
起
こ
す
。
ま
た
、

問
題
意
識
を
持
ち
失
敗
を
恐
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
こ
れ

か
ら
の
地
方
創
生
は
、
各
課
の
課
題
対
応
の
み
な
ら
ず
、
各
課
、

各
分
野
の
横
断
的
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
推
進
し
な
け
れ
ば
、

他
の
市
町
に
遅
れ
を
取
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
理
事
者
は
も
と
よ

り
、
管
理
職
の
使
命
、
役
割
、
意
識
か
ら
変
え
、
先
頭
に
立
っ

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
統
率
力
で
あ
る「
ま
か
せ
て
、ま
か
せ
ず
」

が
な
け
れ
ば
、
全
職
員
の
組
織
力
、
実
践
力
を
発
揮
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、
人
事
評
価
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
制
度
が
有
為
に
機
能
す
る
よ
う
、
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
の
町
民
と
し
て
も
地
域
の
こ

と
を
考
え
、
住
民
と
と
も
に
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

職
員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
意
識
を
持
つ
た
め
に
は
、
や
は
り
や

り
が
い
や
手
応
え
を
感
じ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
職
員
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
住
民
と
と

も
に
あ
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
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分
野
で
役
割
を
全
う
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
一
人
ひ
と
り

が
果
た
す
役
割
が
行
政
を
支
え
、
地
域
を
支
え
て
い
る
こ
と
を

実
感
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
こ
こ
ろ
」
が
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
へ
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
地
域
の
活
性
化
と
い
う
地
方
創

生
の
大
き
な
課
題
に
、
職
員
も
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
町
、
育
て

ら
れ
た
地
域
に
感
謝
し
、
町
の
こ
と
、
地
域
の
こ
と
、
自
分
た
ち

の
こ
と
と
重
大
に
受
け
止
め
て
、
前
向
き
で
意
欲
的
に
、
知
恵
や

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
お
り
、町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
汗
を
か
き
、

行
動
を
起
こ
し
、
成
果
を
生
み
出
す
。
そ
の
よ
う
な
好
循
環
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎　

地
方
創
生
に
関
す
る
提
言
書
に
つ
い
て

　
町
議
会
は
、今
年
１
月
12
日
「
地
方
創
生
に
関
す
る
提
言
書
」

を
ま
と
め
、
町
長
に
提
出
し
た
。
議
会
政
策
に
つ
い
て
提
言

書
を
提
出
し
た
こ
と
は
長
い
歴
史
の
上
で
も
初
め
て
の
こ
と

で
あ
り
、
本
町
議
会
は
基
本
条
例
の
制
定
を
試
み
、
町
民
と

の
対
話
を
深
め
提
案
型
の
議
会
運
営
を
目
指
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
今
回
の
提
言
書
は
、
長
い
人
生
の
過
程
で
生
じ
る
問
題
（
結

婚
、
子
育
て
な
ど
）
に
照
準
を
当
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

提
言
書
に
ま
と
め
た
町
民
の
思
い
を
く
み
取
っ
て
も
ら
い
た
い

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
の
意
見
を
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

提
出
い
た
だ
い
た
提
言
書
に
つ
い
て
は
、
議
会
内
の
意
見
だ

け
で
は
な
く
、
町
内
の
各
種
団
体
、
学
校
関
係
、
商
工
関
係
、

生
産
者
や
子
育
て
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
対

話
を
踏
ま
え
て
取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

国
の
示
す
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
考

え
方
の
中
で
も
、「
地
方
議
会
も
積
極
的
に
関
与
す
る
」
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
に
積
極
的
な
調
査
・
研
究

活
動
を
経
て
提
言
に
至
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
国
で
も
屈

指
の
先
進
事
例
で
あ
り
、
本
町
議
会
で
、
ま
さ
に
画
期
的
な
出

来
事
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
提
言
書
は
、
い
ず
れ
も
町
民
の
皆
さ
ん
の

切
実
な
願
い
、
そ
し
て
将
来
の
希
望
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
る
内
容
で
あ
り
、
今
回
の
総
合
戦
略
に
も
、
十
分
に
盛
り

込
み
、
で
き
る
も
の
か
ら
施
策
予
算
化
を
し
、
お
応
え
す
る
こ

と
こ
そ
、
執
行
者
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
数
十
年
に
わ
た
っ
て
加
速
度
的
に
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
く
中
で
、
数
々
の
問
題
を
克
服
し
、
地
方
創
生
を
成
し
遂
げ

る
に
は
、
相
当
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
息
の
長
い
取
組
が
必
要
で
あ

り
、
今
か
ら
生
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
も
託
し
て
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
、
今
で
き
る
こ
と
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

多
少
リ
ス
ク
や
負
荷
が
伴
っ
て
も
、
責
任
と
覚
悟
を
も
っ
て
、

輝
け
る
未
来
づ
く
り
、
誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
基
本
目
標
に
、
将
来
へ
明
る
い
希
望
、
期
待
に
向
か
っ

て
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
口　
計
敬
議
員

◎　

18
歳
選
挙
権
に
向
け
て
投
票
を
促
す
施
策
に
つ
い
て

　

昨
年
６
月
に
選
挙
権
年
齢
を
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
る
公

職
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
今
夏
に
も
予
定
さ
れ
て
い
る
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
全
国
で

約
２
４
０
万
人
が
新
た
に
有
権
者
に
加
わ
る
が
、
若
い
世
代

の
政
治
選
挙
へ
の
参
加
を
促
す
た
め
の
取
組
に
つ
い
て
考
え

を
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
選
挙
権
年
齢
が
満
18
歳

以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
愛
媛
県
に
お
け
る

一般質問

選
挙
啓
発
の
取
組
と
し
て
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
及
び
教

育
委
員
会
並
び
に
管
内
高
等
学
校
等
と
連
携
し
て
、
若
年
層

を
対
象
と
し
た
選
挙
啓
発
活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
近
年
の
各
選
挙
で
の
若
年
層
の
投
票
率
が
低
落
傾

向
に
あ
る
こ
と
な
ど
選
挙
離
れ
に
鑑
み
、
選
挙
啓
発
講
座
を
開

催
し
模
擬
投
票
を
実
施
す
る
な
ど
、
選
挙
制
度
に
つ
い
て
周
知

を
行
う
と
と
も
に
、
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
の
理
解
や
関
心
を

深
め
て
も
ら
い
、
選
挙
へ
の
参
加
意
識
の
向
上
に
努
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
町
で
の
選
挙
啓
発
の
取
組
と
し
て
は
、
明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施
や
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
会
を
開
催

し
、
広
く
町
民
に
対
し
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

公
職
選
挙
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
11
月
か
ら
、
ま
た
、
町
広
報
紙
に
は
11
月
末
発
行
の
広
報
12

月
号
に
掲
載
し
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
新
た
に
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
方
に
対
し
て

は
、
登
録
通
知
の
発
送
と
と
も
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
同
封
し

啓
発
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
で
の
取
組
と
し
て
は
、
国
、
県
等
が
今
回

の
選
挙
年
齢
引
下
げ
に
対
す
る
主
権
者
教
育
と
し
て
、
高
校
生

を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
高
等
学
校
の
所
在
地
で
な

い
当
町
で
は
、
主
体
的
に
主
権
者
教
育
を
展
開
す
る
場
の
設
定

は
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
中
学
校
で
は
社
会
科
の
授
業
の
中
で
、
主
権
者
教
育

に
つ
い
て
学
習
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
松
野
中
学
校
で

も
、
主
権
者
教
育
の
必
要
性
、
大
切
さ
を
理
解
し
、
し
っ
か
り

と
授
業
の
中
で
学
習
に
取
り
組
ま
れ
、
生
徒
自
身
も
主
権
者
教

育
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
お
り
、
松
野
中
学
校
独
自
の
取
組

と
し
て
、
数
年
前
か
ら
生
徒
会
役
員
の
選
挙
で
は
、
町
の
選
挙

管
理
委
員
会
の
投
票
箱
、
記
載
台
等
、
選
挙
道
具
一
式
を
借
用

し
、立
会
人
ま
で
設
置
し
た
本
番
さ
な
が
ら
の
投
票
を
実
施
し
、

選
挙
を
実
体
験
す
る
こ
と
を
続
け
て
お
り
、
今
年
度
は
、
通
常

の
取
組
に
加
え
、
街
頭
演
説
を
模
し
た
屋
外
で
の
演
説
や
、
公

開
で
の
討
論
会
も
実
施
し
、
よ
り
実
際
の
選
挙
に
類
似
さ
せ
た
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一般質問
活
動
も
展
開
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
継
続
し
た
活
動
も
あ
り
、
選
挙
制
度
へ
の
理
解

度
の
深
ま
り
か
ら
、
先
般
の
子
ど
も
議
会
で
は
、
自
分
た
ち
が

議
員
と
な
り
、
理
事
者
と
の
町
政
に
対
す
る
真
剣
な
質
疑
も
可

能
で
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
松
野
中
学
校
で
の
主

権
者
教
育
、
選
挙
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る
活
動
が
定
着
し
て

い
る
も
の
だ
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◎　
「
子
ど
も
食
堂
」
に
つ
い
て

　
日
本
で
は
今
子
ど
も
の
６
人
に
１
人
が
貧
困
状
態
に
あ
り
、

学
校
給
食
だ
け
で
お
腹
を
満
た
す
子
も
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。そ
の
た
め
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
食
事
を
無
料
で
提
供
し
、

孤
立
し
が
ち
な
家
庭
を
「
食
」
を
通
じ
て
地
域
で
支
え
る
「
子

ど
も
食
堂
」
が
今
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
「
子
ど
も
食
堂
」
は
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
さ
れ

て
お
り
栄
養
不
足
の
解
消
に
加
え
、
一
人
親
や
共
働
き
家
庭
の

増
加
で
増
え
て
い
る
１
人
で
食
事
を
す
る
子
ど
も
た
ち
の
支
援

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
１
人
親
が
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
も
収
入
が
少
な
く
、

満
足
に
食
べ
さ
せ
ら
れ
な
い
母
親
が
体
調
を
崩
し
て
食
事
を

作
れ
な
い
な
ど
事
情
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
で
そ
の
取
組
へ
の
共
感
や
支
援
の
輪
は
着

実
に
全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
。

「
子
ど
も
食
堂
」
の
役
割
と
い
う
も
の
を
地
域
の
大
人
が
き
ち

ん
と
理
解
し
、
そ
う
し
た
大
人
の
思
い
や
り
こ
そ
が
地
域
を

支
え
る
手
段
に
も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
場
所
が
地
方
に
も
必

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
を
考
慮
し
た
時
、
当
町
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
、

実
態
を
良
く
調
査
し
把
握
す
る
中
で
他
市
町
に
先
駆
け
て
こ

の
「
子
ど
も
食
堂
」
の
開
設
に
向
け
取
り
組
ま
れ
る
考
え
は

な
い
か
伺
い
た
い
。

町
長 

答
弁

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
の
６
人
に
１
人
が
貧
困
状
態

で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
あ
る
の
は
家
庭
の
貧
困
で
あ
り
、
と
り

わ
け
、
ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
率
は
50
％
を
超
え
、
深
刻
な
状

況
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
２
年
7
月
の

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
調
査
で
は
、
子
ど
も
を

抱
え
、
過
去
１
年
間
に
経
済
的
な
理
由
で
食
料
が
買
え
な
か
っ

た
経
験
の
あ
る
世
帯
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
で
32
％
、
両
親
の
揃

う
世
帯
で
も
16
％
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
的
貧
困
や
親
の
育
児
放
棄
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
十
分
な
食
事
が
と
れ
な
い
又
は
一
人
で
食
事
を
し
て

い
る
子
ど
も
を
対
象
と
し
て
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
や
地
域
の
人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
無
料
又
は
安
価
で

提
供
す
る
取
組
、
い
わ
ゆ
る
「
子
ど
も
食
堂
」
が
２
０
１
２
年

8
月
に
東
京
都
大
田
区
の
青
果
店
を
皮
切
り
に
は
じ
ま
り
、
今

で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
運
営
主
体
と

し
て
都
市
部
を
中
心
に
全
国
各
地
で
広
が
り
、
先
般
の
マ
ス
コ

ミ
報
道
で
も
松
山
市
で
開
設
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。「
子
ど
も
食
堂
」
の
運
営
ス
タ
イ
ル
は
、
自
費
や

支
援
者
か
ら
の
寄
附
あ
る
い
は
材
料
の
提
供
を
受
け
、
児
童
・

生
徒
に
食
事
の
提
供
や
学
習
支
援
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
現
在

で
は
「
実
家
の
よ
う
な
居
場
所
を
つ
く
ろ
う
」、
地
域
で
「
子

ど
も
た
ち
を
見
守
り
サ
ポ
ー
ト
し
よ
う
」
と
い
う
養
育
の
社
会

化
事
業
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
過
程
で
充
分
な
食
事
が
と
れ
な

い
こ
と
は
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
朝
食
を
食
べ
な
い
子
ど
も
は
食
べ
る
子
ど
も
に
比

べ
て
「
精
神
的
な
負
荷
や
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
高
い
」「
短

期
的
な
認
知
機
能
、
注
意
力
お
よ
び
記
憶
の
想
起
の
ス
コ
ア
が

低
い
」「
学
力
試
験
の
得
点
が
低
い
」
と
の
調
査
結
果
も
あ
り
、

子
ど
も
が
一
人
で
食
事
を
摂
る
「
孤
食
」
に
つ
い
て
も
、
社
会
・

心
理
状
態
の
低
さ
と
関
連
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
食
生
活
の
乱
れ
や
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
取

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
地
域
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
を
い
か
に
育
む
か
が
行
政
課
題
で
あ
り
、
本
町
で

は
、
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助
費
補
助
金
な
ど

の
適
用
や
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
主
体
と
す
る
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
低
所
得
者
対
策
を
施

す
と
と
も
に
、
平
成
28
年
度
の
子
育
て
支
援
施
策
に
は
、
保
育

料
の
減
免
措
置
を
拡
充
し
、
学
校
給
食
で
は
給
食
費
の
半
額
補

助
に
よ
り
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校
に
お
け
る
食
育

の
推
進
、
地
産
地
消
の
更
な
る
促
進
や
メ
ニ
ュ
ー
の
拡
充
を
図

る
な
ど
総
合
的
な
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

核
家
族
化
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
に
よ
り
、
子
ど
も
の
養
育

機
能
が
薄
れ
る
中
で
、
堀
口
議
員
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
子

ど
も
食
堂
」
の
役
割
を
地
域
全
体
で
理
解
し
、
支
え
合
い
の
手

段
と
し
て
、
居
所
づ
く
り
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
大
変
重

要
な
こ
と
で
す
。

　

他
市
町
に
先
駆
け
て
「
子
ど
も
食
堂
」
の
開
設
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
に
つ
い
て
で
す
が
、
詳
細
な
調
査
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

民
生
児
童
委
員
や
保
育
園
、学
校
等
か
ら
の
報
告
も
な
く
、現
在
、

貧
困
状
態
等
を
起
因
と
す
る
食
の
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
は
い

な
い
と
判
断
し
て
お
り
、
幸
い
、
本
町
で
は
、
永
年
、
給
食
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
対
象
と
し
た
配
食

サ
ー
ビ
ス
事
業
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
事
業
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
必
要
に
応

じ
開
設
に
あ
た
っ
て
の
検
討
を
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

景
気
の
先
行
き
が
不
透
明
な
中
で
、
ま
す
ま
す
子
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
は
変
化
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
支
援
の
重
要
性
が
増

す
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
は
、
時
代
に
即
し
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
子
育
て
支
援
を
強
力
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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補正予算の概要補正予算の概要
平成28年度松野町一般会計予算補正予算（第１号）
補正額：５千526万６千円　（補正後の予算額：34億２千826万６千円）
【主な補正理由】
人 件費☞本年４月からの特別職給与及び議員報酬額の改定を受け、臨時的な措置として、平成19年度より原則20％
削減していた行政委員及び附属機関委員等報酬額並びに報償費の一部について、平成19年度の削減前の額から５％
削減した額に改定することに伴う追加。
　 　委員報酬は、情報公開審査会委員外34件分として138万円、報償費は区長報償費外６件分の83万２千円をそれぞれ追加。
商 工費☞観光費に、観光施設に係る指定管理者の変更に伴い、滑床観光施設指定管理料100万円、河川公園施設指定管理料
200万円のほか、当該施設の管理運営に必要となる指定管理者への観光施設管理運営資金貸付金５千万円をそれぞれ計上。

平成28年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
補正額：３万８千円　（補正後の予算額：７億３万８千円）
【主な補正理由】
総務費☞委員報酬額の改定に伴い、運営協議会費に国民健康保険運営協議会委員報酬３万８千円を追加。

平成28年度松野町介護保険特別会計補正予算（第１号）
補正額：1万６千円　（補正後の予算額：７億４千801万６千円）
【主な補正理由】
総務費☞委員報酬額の改定に伴い、運営協議会費に介護保険運営委員報酬１万６千円を追加。

　平成28年第１回松野町議会臨時会が、３月30日に招集され、提出議案などが審議されました。主な内容は、
次のとおりです。

議案
	 	平成28年度松野町一般会計補正予算（第１号）
 平成28年度松野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
 平成28年度松野町介護保険特別会計補正予算（第１号）
 松野町滑床観光施設の指定管理者の指定について
 松野町河川公園施設の指定管理者の指定について
 報酬及び費用弁償額並びに支給方法に関する条例の一部を改正する条例について
 ▼　原案どおり可決されました。

同意 
 農業委員の選任につき同意を求めることについて
 ▼　原案のとおり同意なされました。
 山林委員の選任につき同意を求めることについて
 ▼　原案のとおり同意なされました。
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森 の国だ より

第2₇回　まつの桃源郷マラソン大会開催
　４月３日㈰、「第27回まつの桃源郷マラソン大会」がスポーツ交流センターを主
会場に開催されました。
　大会には３㎞・10㎞・ハーフ（21.0975㎞）の３コース17部門とウォーキング部
門に町内をはじめとする県内外から2,550人がエントリーしました。
　開会式は、鬼城太鼓保存会のメンバーの力強い演奏で参加選手への歓迎レセプ
ションから始まりました。また、大会長である阪本町長の挨拶や、町内在住の親子
ランナー松野奈巳（まつのなみ）さん、松野天瑠（まつのてる）さん親子が選手宣
誓を行い、会場を盛り上げました。
　参加した選手は、桃の花や山桜の咲く美しい松野路を力強く駆け抜けました。中
には、ユニークな衣装で走る選手やコース上の清掃活動をしながら走る選手もいた
ようです。
　閉会式では各部門上位６名までの表彰のほか、今年はリオ五輪開幕日の８月５日
及び愛顔つなぐえひめ国体開会式の９月30日に誕生日を迎える人に特別賞が贈られ
ました。恒例の『おたのしみ抽選会』は、事前抽選会と閉会式後の大抽選会の２段
階があり、協賛各社、各団体提供のプレゼントが大勢の参加者に贈られました。

【ボランティアに感謝】
　今回も「体育協会」、「交通安全協会」等の途中審判員をはじめ、「生活研究協議会」
や「フレンドまつの」、「ライフまつの」、「商工会青年部」、「山城の会」などのボラ
ンティアスタッフにより、森の国のアピールやサービス提供により無事大会運営が
できましたこと、協力をいただいた皆さんに感謝いたします。
　また、会場周辺やコース沿道では交通規制等でご迷惑をおかけしました。ご協力
ありがとうございました。
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54

６
位　

浜
崎　

昭
憲 

1
：
21
：
36

ハ
ー
フ
男
子
₄₅
〜
₅₄
歳
の
部

１
位　

佐
藤　

裕
二 

1
：
21
：
24

２
位　

河
内　

勇
人 

1
：
22
：
15

３
位　

小
池　

夏
樹 

1
：
22
：
37

４
位　

佐
伯　

昌
宣 

1
：
22
：
56

５
位　

眞
部　

健
吾 

1
：
25
：
37

６
位　

櫻
井　

俊
生 

1
：
26
：
14

ハ
ー
フ
男
子
₅₅
歳
以
上
の
部

１
位　

酒
井　

平
雄 

1
：
28
：
01

２
位　

久
保
田
浩
仁 

1
：
31
：
36

３
位　

桧
垣　

政
司 

1
：
35
：
40

４
位　

今
西　

源
市 

1
：
36
：
23

５
位　

鎌
田　
　

正 

1
：
36
：
24

６
位　

関
口　

秀
生 

1
：
37
：
06

ハ
ー
フ
女
子
₃₉
歳
以
下
の
部

１
位　

合
田　

睦
美 

1
：
27
：
38

２
位　

赤
星
み
ゆ
き 

1
：
33
：
17

３
位　

二
宮　

歩
美 

1
：
39
：
21

４
位　

和
田　
　

梓 

1
：
40
：
55

５
位　

大
塚
あ
か
り 

1
：
45
：
00

６
位　

田
王
美
菜
子 

1
：
46
：
31

ハ
ー
フ
女
子
₄₀
歳
以
上
の
部

１
位　

吉
村　

友
香 

1
：
27
：
01

２
位　

門
口　

好
美 

1
：
29
：
45

３
位　

天
野　

宏
美 

1
：
38
：
32

４
位　

冨
永
る
り
子 

1
：
38
：
35

５
位　

相
原　

直
美 

1
：
39
：
34

６
位　

毛
利　

千
里 

1
：
40
：
05



え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博

２
０
１
６
開
幕

森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
＆
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
音
楽
祭

ま
つ
の
で
フ
リ
マ

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

３
26

３
19

３
27

　

３
月
27
日
㈰
、
虹
の
森
公
園
で
ま
つ
の
で
フ
リ
マ
・

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
野
町
で
大
規
模
な
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
当
日
は
町
内
外
か
ら
約
30
店

舗
の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。
店
舗
に
は
、
子
ど
も
服
や
手

作
り
雑
貨
、
食
器
、
家
具
な
ど
様
々
な
も
の
が
出
品
さ
れ

て
お
り
、
会
場
を
訪
れ
た
方
々
は
値
段
交
渉
を
し
た
り
、

使
い
方
を
聞
い
た
り
出
品
者
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

ま
つ
の
で
フ
リ
マ
・
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

今
後
も
開
催
予
定
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
26
日
㈯
、
八
幡
浜
市
の
道
の
駅
・
み
な
と
オ
ア
シ

ス
「
八
幡
浜
み
な
っ
と
」
で
南
予
の
魅
力
満
開
フ
ェ
ス
タ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当

日
は
、
南
予
地
域
の
自
治
体
ら
が
集
結
し
、
南
予
の
魅
力

を
全
国
に
向
け
発
信
。
本
町
で
も
、
町
の
特
産
品
で
あ
る

「
桃
ジ
ャ
ム
」「
柚
子
ジ
ャ
ム
」「
雷
漬
け
」「
雪
輪
あ
ら
れ
」

等
の
販
売
を
行
う
な
ど
、
松
野
町
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き

ま
し
た
。

　

え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
は
、
豊
か
な
自
然

や
懐
か
し
い
町
並
み
な
ど
「
い
や
し
」
を
感
じ
ら
れ
る
魅

力
的
な
観
光
資
源
が
存
在
す
る
南
予
地
域
で
、
食
や
ア
ウ

ト
ド
ア
、
街
歩
き
な
ど
10
市
町
を
巡
り
な
が
ら
楽
し
む
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　

町
で
も
、
え
ひ
め
い
や
し
の
南
予
博
２
０
１
６
と
題
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
町
民
の
皆
様
も

参
加
し
、
大
い
に

自
然
を
満
喫
し
て

み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

３
月
19
日
㈯
、
Ｊ
Ｒ
松
丸

駅
前
を
主
会
場
に
森
の
国

ぽ
っ
ぽ
温
泉
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
松
野
町
の

玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
松
丸
駅

に
あ
る
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉

の
大
規
模
改
修
の
完
了
に
よ

り
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ

ま
で
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
温
泉
は
、
化
石
燃
料
で
沸
か
し
て
い
ま

し
た
が
、「
ま
き
ボ
イ
ラ
ー
」
を
設
置
し
、
町
内
産
の
ま
き
の

有
効
利
用
を
図
る
お
風
呂
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
11
時
02
分
６
秒
（
い
い
お
風
呂
）
の
語

呂
に
合
わ
せ
て
オ
ー
プ
ン
。
会
場
に
集
ま
っ
た
方
々
は
今
か

今
か
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
瞬
間
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
伊
予
と
土
佐
の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
美

味
し
い
も
の
が
集
ま
っ
た
森
の
国
大
お
き
ゃ
く
や
宇
和
島

水
産
高
校
の
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
ル
に
よ
る
マ
グ
ロ
の
解
体

シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
、「
第
４
回
森
の
国
ぽ
っ
ぽ
音
楽
祭
」

も
開
催
さ
れ
、
鬼
城
太
鼓
の
演
奏
や
松
野
中
学
校
出
身

の
４
人
組
ロ
ッ
ク
・
バ
ン
ド

TH
E W

O
RLD

、
南
海
放
送

ラ
ジ
オ
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し

て
も
活
躍
す
る
ジ
ャ
ズ
ボ
ー

カ
リ
ス
ト
の
小
田
瞳
さ
ん
、

多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
つ
ギ
タ

リ
ス
ト
せ
き
や
ま
さ
し
さ
ん

の
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
、
そ
し
て

今
回
の
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
で
あ

る
レ
ー
モ
ン
ド
松
屋
さ
ん
の

ス
テ
ー
ジ
に
会
場
は
、
終
始

賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

16

森 の国だ より
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森 の国だ より

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

〜
わ
た
ろ
う
か 

い
そ
ぐ
気
持
ち
に 

ブ
レ
ー
キ
を
〜

４
６

　

４
月
６
日
㈬
か
ら
15
日
㈮
の
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
期
間
中
は
、
宇
和
島
警
察
署
鬼
北
交
番
や
鬼
北
交
通
安
全
協
会
各
支
部
、
町
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
交
通
安
全
指
導
員
、
交
通
安
全
母
の
会
、
交
通
安
全
推
進
協
議
会

の
協
力
を
受
け
、
交
通
安
全
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
通
安
全
運
動
の
初
日
に
は
、
虹
の
森
公
園
駐
車
場
で
出
発
式
を
行
い
、
併
せ
て
大

門
橋
交
差
点
で
人
の
輪
作
戦
を
実
施
し
た
後
、
鬼
北
交
通
安
全
協
会
松
丸
支
部
役
員
に

よ
る
通
学
路
で
の
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
設
置
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
12
日
㈫
に
は
吉
野

生
保
育
園
の
園
児
が
、
14
日
㈭
に
は
松
丸
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
交
通
安
全
の
願
い
を

込
め
て
作
っ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
々
に
配
布
し
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
今
年
８
月
で
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
1
年
」
を
達
成
し
ま
す
。
今
後
も
事

故
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

３
28

　

３
月
28
日
㈪
、
町
内
の
桜
を
巡
る
お
花
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
吉
野
生
地
区
保
健
推
進
会
の
主
催
に
よ
り
、
住
民
の
健
康
維

持
と
体
力
づ
く
り
を
目
的
に
気
軽
に
参
加
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
企
画
し
実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
当
日
は
、
16
名
の
参
加
者
が
松
野
町
の
桜
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

吉
野
生
公
民
館
を
ス
タ
ー
ト
し
た
参
加
者
は
、
松
野
中
学
校
や
文
殊
公
園
か
ら
富
岡
を

ま
わ
っ
て
河
後
森
城
付
近
へ
足
を
運
び
、
町
な
ら
で
は
の
桜
並
木
の
名
所
を
満
喫
し
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
道
中
に
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
ぽ
っ
ぽ
温
泉
の
足
湯
に
浸
る
な
ど
、
に
わ

か
に
咲
き
誇
る
桜
に
参
加
者
の
心
も
ほ
ん
の
り
と
桜
色
に
染
ま
り
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

保
健
推
進
会
で
は
、
28
年
度
も
健
康
づ
く
り
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
予
定
で
す
。
開

催
要
項
は
回
覧
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

日
脚
伸
ぶ
鴉カ
ラ
ス

も
道
草
し
て
を
り
ぬ 

赤
松　

午
子

五
分
咲
き
の
桜
の
空
に
昼
の
月 

 

稲
谷
キ
ミ
子

記
念
樹
も
古
木
と
な
り
て
初
桜 

上
田
美
智
子

青
空
や
白
木
蓮
の
花
盛
り 

岡
本　

三
葉

菜
の
花
の
黄
色
目
に
し
み
退
院
す 

竹
内
サ
ダ
子

吉
野
句
会
　
三
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

葛
句
会
　
三
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

春
う
ら
ら
な
れ
ど
ピ
ー
ポ
今
日
も
ま
た 

伊
井
め
ぐ
む

古
代
雛
ど
こ
か
似
て
い
る
祖
母
の
顔 

伊
藤　

富
子

さ
ん
ざ
め
き
流
し
目
伏
せ
目
踊
り
雛 

岡
本　

京
子

春
う
ら
ゝ
老
の
集
ひ
に
若
き
医
師 

金
谷　

重
子

奥
座
敷
一
間
は
雛
の
灯
か
な 

金
谷　

文
恵

享
保
雛
三
代
続
く
婿
養
子 

谷　

き
よ
し

四
百
年
眼
力
今
も
伊
達
雛 

布　
　

康
江

春
寒
し
ダ
ル
マ
夕
日
の
沈
む
町 

ひ
の
た
い
ら

春
炬
燵
昭
和
の
絵
本
二
三
冊 

山
下
ス
ミ
子

俳句ポストについては、しばらくの間お休みいたします。

松
野
町
に
新
し
い
風
！

新
任
職
員
・
教
職
員
の
紹
介

松
野
中
学
校

松
野
東
小
学
校

松
野
西
小
学
校

❶平野　昌稔　校長先生
　道のべに 咲くやこの花 花にさえ えにしなくして わが逢うべしや
　初めて勤務する松野町です。出会いを大切にして頑張っていきます。
❷清水　孝弘　先生
　松野町は初めての勤務ですが、12年前に１年間松野町に住んで
いました。自然豊かで恵まれた環境の松野中、そして素直な生徒
たち、その生徒たちと一緒に汗を流したいと思います。
❸中井　智子　先生
　宇和島市から通ってきています。松野町は初めてですが、優し
く素直な子どもたちとの出会いに毎日がとても楽しみです。よろ
しくお願いします。
❹阿部　純奈　先生
　宇和町から40分かかりますが、松野中の生徒に会うと思うと長
くは感じません。「好きです！松中」のスローガンを胸に松野町
に貢献できるように頑張ります。よろしくお願いします。

❺毛利　賢治　校長先生
　11年ぶりの東小学校です。明るく素直で純朴な東っ子たち
は、あの当時のままです。東っ子、保護者、地域の皆様のお役
に立てるよう、精一杯頑張ります。よろしくお願いします。
❻河野　こずえ　教頭先生
　東小学校勤務は初めてです。明るくて元気な子どもたちとの
学校生活がとても楽しみです。よろしくお願いします。
❼家高　久美　先生
　１年ぶりに東小学校に帰ってきました。前回と合わせて５年
目になります。元気いっぱいかわいい東っ子とともに頑張りま
す。よろしくお願いします。
❽山下　真志　先生
　松野に10年ぶりに帰って参りました。地元の子どもたちのた
めに頑張ります。よろしくお願いします。

❾高田治広　教頭先生
　４年ぶりの松野西小学校での勤務です。「キラリと輝く松野西！」
を目指し、明るくパワあふれる子どもたちと、元気いっぱいがんばり
ます。どうぞよろしくお願いします。
❿酒井　節子　先生
　再び懐かしい松野西小学校でお世話になります。地元の子どもたちや、
地域の方々とともに歩んでいきたいと思います。よろしくお願いします。
⓫増田　典嗣　先生
　114名の、明るく元気な子どもたちに負けないよう、しっかり学び、しっか
り運動して、子どもたちといっしょにがんばります。よろしくお願いします。
⓬平井　啓子　先生
　松野町での勤務は初めてで戸惑っていますが、早く慣れるようがんばります。
⓭金谷佐由美　先生
　子どもたちといっしょに明るく元気にがんばりたいと思います。よ
ろしくお願いします。
⓮藥師寺優花　先生
　慣れない仕事、そして、初めての松野町なので不安がたくさんあり
ますが、明るく楽しみながらがんばります。よろしくお願いします。

❷

❼

❶

❽

❸

❺

❹

❻

⓮

❿ ❾ ⓫

⓭ ⓬
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　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

蕨
生
　
金
谷
　
文
男
　
　
78
歳

目
黒
　
河
野
　
信
惠
　
　
97
歳

吉
野
　
一
森
　
京
子
　
　
78
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　2,043世帯（前月比－２世帯）

総人口　4,163人 （前月比－21人）
　　　　男1,956人　女2,207人
【３月中の異動】
　　　　○出　生　１人　○死　亡　３人
　　　　○転　入　28人　○転　出　47人

平成28年３月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

金
谷
ヒ
サ
ヨ
　
　
松
野
町

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
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　愛媛県から人事交流
で教育課に配属されま
した芝一浩と申します。
　教育課では社会教育・
社会体育を担当してい
ます。町民の方々のお役
に立てるよう頑張りま
す。
　よろしくお願いしま
す。

　この度、森の国創生課
農林振興グループ配属
となりました森山真一
と申します。
　大分県出身ですが、ご
縁があり松野町で勤務
することになりました。
　町民の皆様に貢献で
きるよう頑張ります。よ
ろしくお願いします。

　この度、総務課総務管
理グループに配属とな
りました長田翔吾と申
します。地元松野に戻
り、松野の発展に微力な
がら貢献できるよう努
めてまいります。
　若輩者ですが、どうぞ
よろしくお願いいたし
ます。

　この度、教育課に配属
となりました岡本渉と
申します。県外の大学を
卒業し故郷である松野
町へ帰ってくることが
できました。
　松野町がこれまで以
上に活気あふれる町に
なるよう尽力したいと
思いますので、ご指導の
ほどよろしくお願いい
たします。

　4月より中央診療所で
勤務することになりま
した、酒井恭子と申しま
す。子どもの頃より育っ
た松野町で仕事ができ
る事を誇りに思ってい
ます。
　微力ながら皆様のお
役に立ちたいと思って
います。よろしくお願い
いたします。

教育課　班長
芝　　一浩 さん

大塚　陸人 さん

　大塚陸人、東京出身の21歳です。
　こっちに引っ越してきてまだ１か月も
経っていませんが、松野町は自然がいっ
ぱい、遊んでも楽しい、食べ物はおいし
い、人は優しいと本当にいいところだな
と毎日感動しています。
　町民のみなさんに1日でも早く顔と名
前を覚えていただいて松野町の一員とし
て認められるように精一杯頑張っていき
たいと思います。
　よろしくお願いします。

清野栄太郎 さん

　出身は松山市で、僕が松野町に来た理
由は、自然と人間味溢れるこの松野町に
とても魅力を感じたからです。
　元々ボクシングをしていた経験があ
り、体力には自信があるので、地域活性
化のためにも様々なイベント参加して松
野を盛り上げていきたいと思っています
ので、皆さんどうぞよろしくお願いしま
す。

森の国創生課
森山　真一 さん

総務課
長田　翔吾 さん

教育課
岡本　　渉 さん

中央診療所　看護師
酒井　恭子 さん

　地域おこし協力隊とは、総務省の支援を受け、都市住民を受け入れ、地域協力活動に従事してもらい、地
域への定住・定着を図りながら、地域の活性化に貢献するものです。
　今年も新たに松野町地域おこし協力隊員が２名加わりました。町内で様々な活動を行っていきますので、
皆様方のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

新たに松野町地域おこし協力隊員２名に委嘱状交付
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区　分 住民基本台帳人口
（平成27年1月１日）

歳出額
　　　Ａ 実質収支 人件費

　　　Ｂ
人件費率
　　Ｂ／Ａ

　（参考）
25年度の人件費率

年　度
26

　　　　　　　人
4,285

　　　千円
2,931,945

　　　千円
117,069

　　　千円
553,969

　　　％
18.9

　　　　　　％
16.1

１　総　括
　⑴　人件費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
　　　Ａ

給　　　与　　　費 一人当たり給与費
Ｂ／Ａ

（参考）類似団体平均
１人当たり給与費給　料 職員手当 期末勤勉手当 　　計　　Ｂ

年　度
26

　　人
64

　　　千円
215,529

　　　千円
27,702

　　　千円
83,348

　　　千円
326,579

　　　千円
5,102

　　　千円
5,382

　⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は、平成26年４月１日現在の人数です。

　⑶　ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
（注）１　 ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100と

した場合の地方公務員の給与水準を示す指数である。

　　２　 類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似してい
る団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

　　３　 平成24年及び平成25年は、国家公務員の時限的な（２
年間）給与改定・臨時特例法による給与削減措置がな
いとした場合の値である。

※ 27年４月１日のラスパイレス指数が、３年前に比べ１ポイン
ト以上上昇理由
　・26年４月１日条例改正により６級制導入
　・採用退職に伴う職員構成の変動

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
松　野　町 40.0　歳 　299,500　円 　368,616　円
愛　媛　県 44.8　歳 　346,600　円 　440,987　円
国 43.5　歳 334,283　円 408,996　円

類似団体 41.3　歳 　301,497　円 　352,840　円

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況
　⑴　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成27年４月１日現在）
　一般行政職

　⑵　職員の初任給の状況（平成27年４月１日現在）
区　　分 松野町 愛媛県 国

一般行政職 大 学 卒 174,200　円 176,355　円 174,200　円
高 校 卒 142,100　円 142,911　円 142,100　円

区　　分 経験年数10年以上15年未満 経験年数15年以上～20年未満 経験年数20年以上～25年未満

一般行政職 大 学 卒 256,500　円 305,400　円 349,500　円
高 校 卒 　― 　― 308,100　円

　⑶　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成27年４月１日現在）

　⑷　給与制度の総合的見直しの実施について

　【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、棒給表の水準の平均２％の引下げ等に取り組むとされている。

　①　給料表の見直し〔実施〕
　　　（給料表の改定実施時期）　平成27年４月１日
　　　（内容） 　一般行政職の給料表について、国の見直し内容を踏まえ、平均2.1％引下げ。激変緩和の為、３年間（平

成30年３月31日まで）の経過措置（現給保障）を実施。他の給料表については、一般行政職給料表との
均衡を踏まえて見直しを実施。　（H26年人勧）

　②　その他の見直し内容実施
　 　・管理職員特別勤務手当及び単身赴任手当について、国と同様に見直しを実施。（平成27年４月１日実施）
　⑸　特記事項　　なし

平成27年度　松野町の給与・定員管理等について
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１年前の構成比

平成27年の構成比
１級

２級

３級

４級

５級
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３　一般行政職の級別職員数等の状況
　⑴　一般行政職の級別職員数の状況（平成27年４月１日現在）
区　分 標準的な職務内容 職　員　数 構　成　比 １号給の給与月額 最高号給の給料月額
１　級 主 事 補・ 主 事 11人 22.0％ 140,590 246,961 
２　級 主 査 5人 10.0％ 190,865 304,060 
３　級 主 任 13人 26.0％ 227,192 350,020 
４　級 班長・上級専門員 10人 20.0％ 260,809 381,129 
５　級 課 長・ 班 長 9人 18.0％ 287,201 393,171 
６　級 課 長 2人 4.0％ 318,109 410,431 

（注）１　松野町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２ 　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

　⑵　昇給への勤務成績の反映状況
　 　勤務成績により成績率に差をつけることができる規定はあるが、評価者訓練が充分とはいえず、公平公正な評
価ができないことにより、人事評価を実施しておらず、昇給区分に差を設けていません。

　勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）
　 　勤務成績により成績率に差をつけることができる規定はあるが、評価者訓練が充分とはいえず、公平公正な評
価ができないことにより、一律による支給としています。

４　職員の手当の状況
　⑴　期末手当・勤勉手当

松　野　町 愛　媛　県 国
１人当たり平均支給額（平成26年度）
　　　　　　　　　　　  　1,302千円

１人当たり平均支給額（平成26年度）
　　　　　　　　　　　  　1,572千円 －

（平成26年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.50月分
　　　　 （1.45月分）　　   （0.70月分）

（平成26年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.50月分
　　　　 （1.45月分）　　   （0.70月分）

（平成26年度支給割合）
　　　　　期末手当　　　勤勉手当
　　　　　2.6月分　　　    1.50月分
　　　　 （1.45月分）　　   （0.70月分）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　５～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　20～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
・役職加算　　５～20％
・管理職加算　10～25％

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

　⑵　退職手当（平成27年４月１日現在）
松　野　町 国

（支給率）        　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　20.445  月分　　25.55625　月分
勤続25年　　　29.145  月分　　34.5825　　月分
勤続35年　　　41.325  月分　　49.59　月分
最高限度額　　49.59   月分　　49.59　月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置２～20％加算

（支給率）        　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　20.445  月分　　25.55625　月分
勤続25年　　　29.145  月分　　34.5825　　月分
勤続35年　　　41.325  月分　　49.59　月分
最高限度額　　49.59   月分　　49.59　月分
その他の加算措置
　定年前早期退職特別措置２～45％加算

　⑶　地域手当　　　　該当ありません

　⑷　特殊勤務手当（平成27年４月１日現在）
支給実績（平成26年度決算） 7,200　千円

支給職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 3,600,000　　円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成26年度） 2.4　％　

手当の種類（手当数） ２種類
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
技能手当 医師 放射線取扱 月額 　150,000円
研究手当 医師 病理生理学の研究事務 月額 　150,000円

平成27年度　松野町の給与・定員管理等について
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５　特別職の報酬等の状況（平成27年４月１日現在）
区　分 支　給　額　等 備考（類似団体における最高額／最低額）

給
料 町 長 600,000　円／月 （828,000円／435,600円）

報
酬

議 長
副 議 長
議 員

180,000　円／月
150,000　円／月
137,000　円／月

（316,000円／171,100円）
（251,000円／119,000円）
（230,000円／100,000円）

期
末
手
当

町 長
議 長
副 議 長
議 員

（平成26年度支給割合）
2.95　月分

退
職

手
当 町 長 （算定方式）　　　　　　　　　　　 （1期の手当額）　　　　　  　（支給時期）

１カ月につき100分の46　　　　　　13,248,000円　　　　　　　　退職の翌月

　⑸　時間外勤務手当
支給実績　　　　　　  　　　（平成26年度決算） 14,305　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成26年度決算） 255　千円
支給実績　　　　　  　　　　（平成25年度決算） 7,728　千円
職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算） 168　千円

　⑹　その他の手当（平成27年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（平成26年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成26年度決算）

扶養手当

・配偶者： 13,000円
・配偶者以外の扶養親族：   6,500円
・配偶者がいない場合扶養親族のうち1人：

11,000円
・扶養親族である子のうち特定期間にある子：
 1人につき5,000円加算

同 6,870　千円 413,125　円

住居手当

・借家、間借居住者    
　　家賃　23,000円以下：
　　　月額から　12,000円を控除した額
　　家賃　23,000円超：
　　　 月額から23,000円を控除した額の２分の１

（控除した額の２分の１が16,000円を超える
ときは16,000円）を11,000円に加算した額

同 2,433　千円 202,750　円

通勤手当

・交通機関利用者で、片道２㎞以上
　全額支給限度額：55,000円
　２分の１加算限度額：20,000円
・自動車等利用者　／　一般の場合
  ２～５㎞：　2,000円　５～10㎞： 　4,200円
  10～15㎞： 　7,100円　15～20㎞：10,000円
  20～25㎞：12,900円　25～30㎞：15,800円
  30～35㎞：18,700円　35～40㎞：21,600円
  40～45㎞：24,400円　45～50㎞：26,200円
  50～55㎞：28,000円　55～60㎞：29,800円
  60㎞以上：31,600円

同 1,093　千円 29,540　円

管理職手当

・課長： 42,700円
・班長： 31,300円
・診療所長： 給料月額の14%
・診療所副所長： 給料月額の11%
・看護師長： 給料月額の９%

異
組織が異な
り比較でき
ない

8,745　千円 336,346　円

管理職特別
勤務手当

・課長： 8,000円
・班長： 6,000円
・診療所長： 8,000円
・施設長： 8,000円

異
組織が異な
り比較でき
ない

135　千円 33,750　円

（注）職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は「支給実績（26年度決算）」と同じ年度の４月１日現在の総職員数（支給対象とならな
　　　い職員を除く）である。

平成27年度　松野町の給与・定員管理等について
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　　　　　　　　区  分
部  門　　　　　　　　

職     員     数
対前年増減数 主な増減理由

平成26年度 平成27年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
商 工
土 木

1
15
2
17
8
7
2
3

1
15
2
17
8
7
2
3

　　0
　　0
　　0
　　0
　　0
　　0
　　0
　　0

小 計 55 55 　　0 (参考）人口１万人当たり職員数 127.26人
※類似団体の人口１万人当たりの職員数 172.33人

特
別
行
政

部　
　

門

教 育 9 7 △　2 ・欠員不補充（退職者・臨時対応）・法令等の改廃（特別職）
小 計 9 7 △　2

小　　　計 64 62 △　2 (参考）人口１万人当たり職員数 144.69人
※類似団体の人口１万人当たりの職員数 207.11人

特
別
会
計

部　
　

門

病　　　院
水　　　道
そ　の　他

12
1
7

12
1
7

　　0
　　0
　　0

小　　　計 20 20 　　0

合　　　　　計 84
［125］

82
［125］

△　2

６　職員数の状況
　⑴　部門別職員数の状況と主な増減理由 （平成27年４月１日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数です。
　　  ２　［　　］内は、条例定数の合計です。

　⑵　年齢別職員構成の状況（平成27年４月１日現在）

区 分 20歳
未満

20歳～
23歳

24歳～
27歳

28歳～
31歳

32歳～
35歳

36歳～
39歳

40歳～
43歳

44歳～
47歳

48歳～
51歳

52歳～
55歳

56歳～
59歳

60歳
以上 計

職員数 　　人
1

　　人
3

　　人
6

　　人
6

　　人
5

　　人
8

　　人
17

　　人
9

　　人
8

　　人
12

　　人
6

　　人
1

　　人
82

（注）教育長を除く。

人 人 人

　⑶　職員数の推移
年　度　

　部門別 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 過去５年の増減数/率

一 般 行 政 53 53 52 55 55 55  2 3.77%
教　　　 育 9 10 10 11 9 7 △ 2 △ 22.20%
普 通 会 計 62 63 62 66 64 62 　0 0.00%
特 別 会 計 計 19 19 19 19 20 20 　1 5.26％
総　 合　 計 81 82 81 85 84 82 1 1.23%
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16

18

構成比

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

平成27年度　松野町の給与・定員管理等について
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入札日 工事（業務）名 工事（業務）概要 施行場所
（納入場所） 種　別 落札業者 落札金額 所管課

H27.10.20
松野町定住促進住宅建設工事設計業
務委託

建築設計 松 丸 用地測量 ㈱松浦設計 4,104,000 建設環境課

H27.10.20
松野町道路法面・盛土・擁壁等点検
業務委託

点検道路延長　Ｌ＝27㎞ 豊岡外 その他 ㈱五星　宇和島営業所 4,428,000 建設環境課

H27.10.20
上西之川橋外橋梁補修調査設計業務
委託

橋梁補修調査設計　N＝２橋 目 黒 その他
㈱荒谷建設コンサル
タント宇和島事務所

7,560,000 建設環境課

H27.10.20
松野町一般廃棄物最終処分場調査設
計業務委託

松野町一般廃棄物最終処分場における地質調査に基づいた法面工法
の検討及び設計

延野々 その他
㈱荒谷建設コンサル
タント宇和島事務所

2,268,000 建設環境課

H27.10.20 Ｘ線撮影装置システム購入事業 Ｘ線撮影装置システム　一式 延野々 医療機器 ㈱サンメディカル 4,287,600 中央診療所

H27.10.20 垂直ゲート付トラック購入事業 垂直ゲート付トラック（２ｔ車）１台　〔付属品、付帯費用含む〕 松 丸 その他 ㈲松野オートサービス 2,824,460 森の国創生課

H27.10.20 森の国ぽっぽ温泉改修工事
建築工事・給排水衛生設備工事・空気調和設備工事・電気設備工事・
備品設備工事　一式　増築部分　65.32㎡

松 丸 建築 ㈱松野建設 158,220,000 森の国創生課

H27.10.20 蕨生消防車庫兼詰所改築工事 建築工事、設備工事等 蕨 生 建築 金谷建設㈴ 5,400,000
総務課
（危機管理室）

H27.10.20
松野町携帯電話等エリア整備事業小
屋の川地区基盤部工事

基盤部基礎工事（60㎡）、パンザマスト工事、外溝工事、電気設備工事 富 岡 土木 中山産業㈱ 8,424,000 森の国創生課

H27.10.20 西の川地区農道整備工事
Ｌ＝107.1ｍ　Ｗ＝3.0ｍ　土工一式、法面工一式、水路工一式、舗装
工一式、構造物撤去工一式、付帯施設工一式

目 黒 土木 ㈲山口建設 5,913,000 森の国創生課

H27.11.25
松野町携帯電話等エリア整備事業小屋
の川地区無線部工事（NTTドコモ局）

電源設備工事、空中線工事、伝送設備工事 富 岡 電気通信
四国通建㈱　宇和島
営業所

1,425,600 森の国創生課

H27.11.25
松野町携帯電話等エリア整備事業小屋
の川地区無線部工事（ソフトバンク局）

電源設備工事、空中線工事、伝送設備工事 富 岡 電気通信 四国電設工業㈱ 2,636,280 森の国創生課

H27.11.25 富岡7-16がけ崩れ防災対策工事
法覆コンクリ－ト　Ｌ＝17ｍ　石積工　A＝79㎡
Ｕ型水路　Ｌ＝17ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝17ｍ

富 岡 土木 金谷建設㈴ 8,289,621 建設環境課

H27.12.22 往診用自動車購入事業 軽自動車１台、付属品、自動車登録手数料等一式 延野々 自動車購入 ㈲松野オートサービス 1,346,137 中央診療所

H27.12.22 県境休憩所・トイレ整備工事
休憩所・トイレ棟（建築工事・給排水衛生設備工事・電気設備工事・
備品設備工事　一式）

吉 野 建築 ㈲金谷住宅建築工業 23,646,520 森の国創生課

H28.1.22 薪コンテナ購入事業
薪コンテナ（W1500×D600×H1000）20台〔鋼材2.3㎜、キャスター
200㎏荷重、角補強3.2㎜鉄板、錆止上塗り仕上げ〕

豊 岡 その他 金谷鉄工 982,800 森の国創生課

H28.1.22 松野町有林整備業務委託 切捨間伐（ヒノキ43年生）　　間伐率40％　　施業面積2.8ha 吉 野 その他 南予森林組合 1,188,000 森の国創生課

H28.1.22 照葉の森整備業務委託 皆伐（雑木・ヒノキ）　　施業面積0.49ha 豊 岡 その他 南予森林組合 961,200 森の国創生課

H28.1.22 有害獣解体処理施設設備購入事業
プレハブ冷凍庫1台、石油ボイラー一式、電動チェーンブロック１台、
業務用エアコン１台、付属品等一式

富 岡 電気機器 松本電気 4,838,400 森の国創生課

H28.1.22 雪輪の滝休憩所解体工事 雪輪の滝休憩所の撤去
宇和島
市野川

その他 山本工務店 2,473,200 森の国創生課

H28.1.22
富岡7－16集落・避難路保全斜面地
震対策工事

法覆コンクリ－ト　Ｌ＝11ｍ　石積工　A＝50㎡
Ｕ型水路　Ｌ＝11ｍ　ストンガ－ドＬ＝28ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝11ｍ

富 岡 土木 中山産業㈱ 7,147,323 建設環境課

H28.1.22
目黒9－5集落・避難路保全斜面地震
対策工事

法覆コンクリ－ト　Ｌ＝９ｍ　石積工　A＝40㎡　２号Ｕ型水路　
Ｌ＝９ｍ　ストンガ－ドＬ＝28ｍ　仮設防護柵　Ｌ＝９ｍ

目 黒 土木 南予開発㈲ 8,348,821 建設環境課

H28.1.22 小屋の川水路災害復旧工事
コンクリ－ト練積ブロック（岩着）　L=4.7m、A=17㎡、勾配１：0.4、
H=3.8m　ベンチフリューム布設替L=２m、U字溝布設替　L=３m

富 岡 土木 金谷建設㈴ 776,520 森の国創生課

H28.1.22 毛利農地災害復旧工事 コンクリ－ト練積ブロック　L=5.8m、A=22㎡、勾配１：0.3、H=4.05m 目 黒 土木 ㈲山口建設 831,978 森の国創生課

H28.1.22 林道葛川線災害復旧工事
切土　V=367㎥、法面整形工　A=96㎡、法面保護工　A=474㎡、残
土処理工　V=451㎥、仮設工　1式

富 岡 土木 下田建設㈲ 4,320,000 森の国創生課

H28.2.24 町道上目黒浅辺線改良工事
Ｌ＝36.11ｍ　Ｗ＝4.0（5.0）ｍ　土工一式、擁壁工一式、ブロック
積工一式、排水工一式、防護柵工一式

目 黒 土木 下田建設㈲ 12,515,842 建設環境課

平成27年₁₀月～平成28年２月までの入札結果の概要
単位：円

※平成28年３月は入札案件なし
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所管課 工事の名称 工事実施場所 工事期間 工事
種別 工事の概要 入札及び

契約の方法

入札を行う時期
備考第１四半期

（４月～６月）
第２四半期
（７月～９月）

第３四半期
（10月～12月）

第４四半期
（１月～３月）

町民課
ふれあい交流館事務所空調
改修工事

松野町大字松
丸 約２か月 その他

空調機器整備工事一式、配管設
備工事一式　外

指名競争入札 ○

森の国創生課
虹の森公園高圧受電装置改
修工事

松野町大字延
野々 約２か月 電気 高圧機器改修工事一式 指名競争入札 ○

森の国創生課
虹の森公園おさかな館屋外
水槽等熱交換機器改修工事

松野町大字延
野々 約２か月 その他

屋外水槽取換、据付工事一式　
外

指名競争入札 ○

建設環境課 旧中学校寄宿舎解体工事 松野町大字松
丸 約２か月 解体

旧中学校寄宿舎解体工事一式　
外

指名競争入札 ○

教育課
共同調理場温水ヒータ及び
蒸気ボイラ更新工事

松野町大字延
野々 約２か月 管

温水ヒータ更新工事、蒸気ボイ
ラ更新工事　外

指名競争入札 ○

森の国創生課 福祉団地園内道路整備工事 松野町大字豊
岡 約３か月 土木 舗装工一式　外 指名競争入札 ○

森の国創生課 西の川地区農道整備工事 松野町大字目
黒 約３か月 土木 土工一式　外 指名競争入札 ○

森の国創生課 雪輪の滝休憩所建築工事 宇和島市野川 約４か月 建築
建築工事一式、給排水設備工事
一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
町道葛川富岡線道路改良工
事

松野町大字吉
野 約６か月 土木

Ｌ＝50ｍ、Ｗ＝3.0（4.0）ｍ
土工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
町道上目黒浅辺線道路改良
工事

松野町大字目
黒 約６か月 土木

Ｌ＝100ｍ、Ｗ＝4.0（5.0）ｍ
土工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課 橋梁修繕工事 松野町大字目
黒外 約６か月 土木 橋梁修繕一式（５橋） 指名競争入札 ○

建設環境課 舗装修繕工事 松野町大字延
野々外 約６か月 土木 舗装修繕一式（５路線：1.775㎞） 指名競争入札 ○

建設環境課
目黒9－10－B集落・避難路
保全斜面地震対策工事

松野町大字目
黒 約４か月 土木

法覆コンクリート　Ｌ＝12.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
延野々 5－1がけ崩れ防災
対策工事

松野町大字延
野々 約４か月 土木

法覆コンクリート　Ｌ＝25.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
蕨生2－12集落・避難路保
全斜面地震対策工事

松野町大字蕨
生 約４か月 土木

法覆コンクリート　Ｌ＝32.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
目黒9－39集落・避難路保
全斜面地震対策工事

松野町大字目
黒 約４か月 土木

法覆コンクリート　Ｌ＝17.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
奥野川1－3がけ崩れ防災対
策工事

松野町大字奥
野川 約４か月 土木

法覆コンクリート　Ｌ＝14.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課
上組集落・避難路保全斜面
地震対策工事

松野町大字奥
野川 約４か月 土木

法覆コンクリート　Ｌ＝16.0ｍ、
排水工一式　外

指名競争入札 ○

建設環境課 定住促進住宅建設工事 松野町大字松
丸 約６か月 建築

建築工事一式、電気設備工事一
式、機械設備工事一式、外構工
事一式　外

指名競争入札 ○

総務課
（危機管理室）

奥野川消防車庫兼詰所改築
工事

松野町大字奥
野川 約４か月 建築

建築工事一式、給排水設備工事
一式、電気設備工事一式　外

指名競争入札 ○

平成28年度公共工事の発注の見通しについて
　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成12年法律第127号）第７条及び同法施行令（平成13年政令第34号）
第５条の規定に基づき、松野町において発注することが見込まれる工事について、工事の名称、概要、入札を行う時期などの公
共工事の発注見通しに関する事項を公表します。
　この公表における公共工事は、250万円を超えると見込まれるものが対象です。
＊ ここに公表する内容は、公表時点での予定であるため、実際に発注する工事が公表内容と異なる場合、またはここに公表され
ていない工事が発注される場合があります。

平成28年４月１日現在
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容
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問

・ 

応
募
規
定
：
日
本
語
で
８
０
０
字
以
内（
原
稿
用
紙
２
枚
以
内
）

【
写
真
部
門
】

・
愛
顔
の
写
真
で
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
は
不
問

・
応
募
規
定
：
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
デ
ー
タ
で
応
募

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
９
７
２

　

４
月
７
日
㈭
、
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
の
任
期
の

農
業
委
員
に
よ
る
初
の
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長

に
山
口
尊
氏
、
副
会
長
に
矢
野
千
津
氏
が
就
任
し
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
も
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
、後
記
名
簿
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
共
に
任
期
は
、
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

に
な
り
ま
す
。

　

農
地
等
に
関
す
る
こ
と
で
気
に
な
る
事
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
農
業
委
員
や
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
に
お

気
軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
業
委
員
会
事
務
局　

☎
42
・
１
１
１
４

新
し
い
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

農業委員会だより（５月号）

役　職 議 席 氏　名 担当地区
会 長 １ 山口　　尊 松　丸
副会長 ２ 矢野　千津 －
委 員 ３ 毛利　彰男 豊岡前
〃 ４ 長谷　信昭 －
〃 ５ 村田　和宏 上家地
〃 ６ 谷中　邦喜 延野々
〃 ７ 河野　繁禧 目　黒
〃 ８ 松比良八重子 －
〃 ９ 品田　壽和 奥野川
〃 10 関本　五郎 豊岡後
〃 11 加賀田幸二 富　岡
〃 12 太田　善英 吉　野
〃 13 岡本　　博 蕨　生

氏　名
小林　健一
藤籔　　守

氏　名
井上　優二
橋田　忠弘

氏　名
酒井　　茂
金谷　純一

農業委員農地利用最適化推進委員
【松丸地区、延野々地区、

豊岡後地区、豊岡前地区】

【富岡地区、上家地地区、目黒地区】

【吉野地区、蕨生地区、奥野川地区】

 

出
張
診
療
所 

【
診
療
時
間
】
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　
　

第
１
木
曜
日　

目
黒
診
療
所

　
　

第
２
木
曜
日　

吉
野
診
療
所

　
　

第
３
木
曜
日　

谷
口
診
療
所

【
医　
　

師
】

　
　

所　

長　

富
山　
　

毅

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

中
央
診
療
所　

☎
42
・
０
７
０
７
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自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月
31
日
㈫
で
す
。

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
そ
の
年
度
分

が
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
納
め
る
税
額

の
ほ
か
に
延
滞
金
も
併
せ
て
納
め
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
が
い
者
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度
（
申
請

期
限
４
月
１
日
〜
５
月
24
日
）
も
あ
り
ま
す
の
で
、詳
し
く
は
、

南
予
地
方
局
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
予
地
方
局
税
務
課　

☎
22
・
５
２
１
１

　
　

納
税
相
談　
（
内
線
）
２
２
２
・
２
２
３

　
　

自
動
車
税　
（
減
税
制
度
）（
内
線
）
２
２
９

平
成
28
年
度﹁
看
護
の
日
記
念
の
つ
ど
い
﹂の
参
加
募
集
に
つ
い
て

　

県
看
護
協
会
で
は
、
看
護
の
心
の
普
及
啓
発
を
通
じ
て
、

国
民
一
人
ひ
と
り
が
人
に
対
す
る
世
話
や
看
護
に
つ
て
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
看
護
の
明
る
い
イ
メ
ー
ジ

づ
く
り
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
看
護
職
員
等
の
就
業
を
促
進

し
活
力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
看
護
の
日
記
念
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
開
催
日
時
】
5
月
14
日
㈯
10
時
〜
15
時

【
会
場
】
い
よ
て
つ
高
島
屋　

７
階
キ
ャ
ッ
ス
ル
ル
ー
ム

【
内
容
】「
体
験
し
よ
う　

看
護
の
エ
ト
セ
ト
ラ
」

○
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
（
レ
ク
式
体
力
チ
ェ
ッ
ク
）

○
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
健
康
・
子
育
て
・
介
護
・
進
路
・
禁
煙
な
ど
）

○
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
妊
婦
・
高
齢
者
な
ど
）

○
ナ
ー
ス
の
お
仕
事
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
（
白
衣
の
試
着
、包
帯
を
巻
く
、聴
診
器
で
心
臓
の
音
を
聴
く
な
ど
）

○
災
害
へ
の
備
え
コ
ー
ナ
ー
（
タ
オ
ル
で
防
災
頭
巾
を
作
成
）

○ 
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
（
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
、
か
ら
だ
の
し
く
み
パ
ズ
ル
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】（
公
社
）
愛
媛
県
看
護
協
会

☎
０
８
９
・
９
２
３
・
１
２
８
７

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

県
管
理
道
路
の
除
草
委
託
事
業
の
お
知
ら
せ

無
料
法
律
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
集
合
注
射
の
日
程
は
、

次
の
2
日
間
で
す
。

　

町
内
各
地
を
巡
回
し
ま
す
が
、
詳
し
い
場
所
・
時
間
等
に

つ
い
て
は
、
別
途
回
覧
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、

登
録
犬
の
飼
い
主
の
方
に
は
ハ
ガ
キ
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
日
程
と
巡
回
地
区
】

５
月
16
日
㈪
… 

吉
野
・
奥
野
川
・
蕨
生
・
松
丸
・
延
野
々
・

豊
岡
前

　

県
で
は
、
市
町
内
の
県
管
理
道
路

の
除
草
（
草
刈
り
）
を
自
治
会
、
婦

人
会
、
老
人
会
な
ど
の
団
体
に
有
償

で
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
で
「
道
路
除
草
の
委
託
先
募
集
」

で
検
索
し
て
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
県
管
理
道
路
】　
（
国
）
３
８
１
号
、
県
道　
　
　

【
募
集
締
切
】　

12
月
28
日
㈬
ま
で

【
委
託
条
件
な
ど
】

　

○
草
刈
面
積
が
５
０
０
㎡
以
上

　

○ 

保
険
に
加
入
す
る
こ
と
（
保
険
料
は
委
託
料
に
含
め
て

お
支
払
し
ま
す
。）

　

○
原
則
、
年
１
回
の
草
刈
り

　

○
複
数
の
団
体
で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

　

○
実
施
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
話
し
合
い
で
決
定
し
ま
す
。

【
委
託
料
支
払
】　

草
刈
り
完
了
後
、
10
日
以
内
に
現
地
確
認
し
、

実
施
面
積
に
応
じ
て
県
が
定
め
た
金
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

南
予
地
方
局
建
設
部
道
路
課　

☎
22
・
５
２
４
０

　

憲
法
週
間
（
５
月
１
日
〜
５
月
７
日
）
の
行
事
の
一
環
と
し

て
、
無
料
法
律
相
談
所
が
、
愛
媛
弁
護
士
協
会
主
催
、
松
山
地

方
裁
判
所
・
松
山
家
庭
裁
判
所
の
後
援
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
５
月
10
日
㈫
10
時
か
ら
15
時
ま
で

（
12
時
か
ら
13
時
ま
で
の
間
は
相
談
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
）

【
受
付
時
間
】
9
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
14
時
30
分

【
場
所
】
松
山
地
方
裁
判
所
宇
和
島
支
部
構
内
（
宇
和
島
市
鶴

島
町
８
番
16
号
）

【
参
加
方
法
】
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
先
着

順
に
受
付
を
行
い
ま
す
。

【
相
談
者
】
愛
媛
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護
士

【
相
談
内
容
】
金
銭
関
係
、
不
動
産
関
係
、
家
庭
関
係
な
ど
の

悩
み
ご
と
に
つ
い
て
（
費
用
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
の
で

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
相
談
時
間
】
30
分
以
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
当
日
は
、
駐
車
場
が
込
み
合
い
ま
す
の
で
お
車
で
の
お
越

し
は
な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

５
月
17
日
㈫
… 

豊
岡
前
・
富
岡
・
上
家
地
・
目
黒
・
豊
岡
後
・

延
野
々
・
松
野
町
役
場

※
当
日
は
費
用
（
釣
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
に
）、
案
内
は
が

き
（
登
録
犬
の
み
）、
糞
用
の
袋
等
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
願
い
】

　

生
後
90
日
を
越
え
た
犬
は
、
登
録
と
年
１
回
の
予
防
注
射
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
登
録
は
、
１
回
限
り
で
す
。
登

録
し
た
犬
の
所
在
地
や
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
、
ま
た
、
犬

が
死
亡
し
た
場
合
は
届
出
を
し
て
鑑
札
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
・
問
い
合
わ
せ
先
】
建
設
環
境
課　

☎
42
・
１
１
１
５
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◆  振込予定日
　５月17日㈫までに申請いただいた方…５月31日㈫
　５月20日㈮～ 6月24日㈮の間に
　　　　　　　　　申請いただいた方…６月30日㈭

◆  特殊詐欺に注意！！
　 　この件について、厚生労働省から直接連絡すること
やＡＴＭの操作を依頼することはありません。不審な
電話がかかったら、一度電話を切って、町民課又は警
察へ連絡してください。

【問い合わせ先】町民課 総務福祉係　☎42－1113

Informationお し ら せ

年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）について
◆  目　的
　 　高齢者世帯の年金も含めた所得全体の底上げを図り
個人消費の下支えとなるよう給付するものです。

◆  支給対象者
　 　平成27年度の臨時福祉給付金支給対象者のうち平成
28年度中に65歳以上となる者

◆  支給額
　　一人　30,000円

◆  申請受付について
　 ＊対象者になると思われる世帯には、申請書を送付し
ています。

　 受付場所－役場正面玄関又は町内放送でご確認ください
　受付締切－平成28年６月24日㈮まで

　老齢基礎年金（65歳から受けられる年金）は、20歳から60歳になるまでの40年間保険料を納めなければ、満額の
年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が40年間に満たない場合は、60歳から65歳になるま
での間に国民年金に任意加入して保険料を納めることにより、満額に近付けることができます。
　なお、老齢基礎年金を受けるためには保険料の納付済期間や保険料の免除期間等が原則として25年以上必要とな
りますが、この要件を満たしていない場合は、70歳になるまで任意加入することができます。（ただし、昭和40年４
月１日以前に生まれた方に限られます。）
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も、国民年金に任意加入することができます。詳しくは、下記までお問
い合わせください。

【問い合わせ先】　宇和島年金事務所　☎22－5440
　　　　　　　　町民課　☎42－1113

ご存知ですか？国民年金の任意加入制度

確認じゃ！高齢者向け給付金。
（年金生活者等支援臨時福祉給付金）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
広
く
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
・
相
談
体
制
の
浸
透
・
普

及
を
図
る
た
め
、
6
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫
を
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

普
及
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
夜
間
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・

検
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら
れ
、
陰
性
の
場
合
は
、

当
日
30
分
程
度
で
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・
検
査
の
日
程

【
日　

時
】　

６
月
７
日
㈫
17
時
〜
19
時
30
分
（
※
予
約
不
要
）

【
場　

所
】　

南
予
地
方
局
１
階
（
宇
和
島
保
健
所
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

宇
和
島
保
健
所　

健
康
増
進
課　

感
染
所
対
策
係

☎
28
・
６
１
０
７

愛
媛
県
職
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

県
人
事
委
員
会
事
務
局
で
は
、
愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者

（
上
級
）
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
１
次
試
験
（
上
級
）

【
日　
　

時
】
６
月
26
日
㈰

【
場　
　

所
】
松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
づ
れ
か
で
受
験
可
能

　

ま
た
、
民
間
企
業
等
で
の
職
務
経
験
者
を
対
象
と
し
た
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
、
申
込
み
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
愛
媛
県

職
員
採
用
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
各
試
験
案
内
は
５
月
13
日
㈮
か
ら
愛
媛
県
職
員
採

用
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
８
２
６

【
Ｈ
Ｐ
】http://w

w
w
.pref.ehim

e.jp/em
ploym

ent/
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替をご利用いただくと、保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省ける上、納め
忘れもなく、とても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を等月末に振替納付することにより、月々 50円割引される早割制度や、現金
納付よりも割引額が多い６ヶ月前納・１年前納・２年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書又は年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参の上、ご希望の金融機関又は年金
事務所へお申し出ください。

【問い合わせ先】　宇和島年金事務所　☎22－5440

国民年金保険料は口座振替がお得です

平成28年経済センサス-活動調査について（お願い）

　町では、運転免許証を自主返納された方に対し、各種
支援を実施します。
　対象となる方及び支援内容等は下記のとおりとなって
います。

１　対象者
　　次のいずれにも該当する方が対象です。
　　⑴　町内に住所を有し、現に居住している方
　　⑵　運転免許証返納時に満65歳以上である方
　　⑶　 平成24年４月１日以降に運転免許証を自主返納

した方

２　支援内容
　　⑴　松野町コミュニティバス運賃の免除
　　⑵　森の国ぽっぽ温泉使用料の一部減免（半額）　
　　　　　※年度内60回限り

３　支援の申請
　 　支援を受けるためには申請が必要です。提出いただ
く書類は、次のとおりです。

　　⑴　 松野町高齢者運転免許証自主返納支援事業申請
書（総務課にあります。）

　　⑵　 自主返納した運転免許証の写し又は運転免許取
消通知書、運転経歴証明書

４　支援の流れ

５　その他
　　⑴　 支援を受けるためには、年度毎に申請が必要と

なります。
　　⑵　 利用券は運転免許証を自主返納された本人のみ

が使用できます。

６　【問い合わせ先】
　　総務課　危機管理室　☎42－1111（内線217）

松野町高齢者運転免許証自主返納支援事業について

申請
上記⑴⑵の書類

審査
支援可否の決定

支援は受けれません

利用券交付⇨

⇨

⇨
可

否

事業者のみなさまのご協力をお願いいたします。 担当：森の国創生課　☎42－1116
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日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 日

２ 月 可葛川以外町内全域

３ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

４ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

５ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

６ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

７ 土

８ 日 伊予美人ライブvol.23　キッサコライブ／元「伊予美人」酒蔵

９ 月 可葛川以外町内全域

10 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

11 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

12 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

13 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

14 土

15 日

16 月 狂犬病予防注射（吉野・奥野川・蕨生・松丸・延野々・豊岡前） 可葛川以外町内全域

17 火 狂犬病予防注射（豊岡前・富岡・上家地・目黒・豊岡後・延野々・松野町役場） 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

18 水 粗大ごみ収集日／奥野川住民センター 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

19 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

20 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

21 土

22 日

23 月 可葛川以外町内全域

24 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

25 水 粗大ごみ収集日／蕨生集会所
子宮頸がん検診／松野町保健センター

可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

26 木 子宮頸がん検診／目黒基幹集落センター
　　　　　　　／吉野生交流促進センター 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

27 金 子宮頸がん検診／松野町保健センター 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

28 土

29 日

30 月 健康診査・がん検診／松野町コミュニティセンター 可葛川以外町内全域

31 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

５月の森の国行事予定表
当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日
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